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樹
木
が
氷
に
包
ま
れ
る
感
動
の
美

雨
　
氷

雨氷とは、０℃以下でも凍らない過冷却状態の雨が凍って出来た透明な氷のこと。
滅多に見られない現象ですが、１月中旬、草千里展望所付近で雨氷を観測し、当
たり一帯は煌びやかな光景が広がりました。
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住民税及び国民健康保険税の申告受付が始まります。
受 付 期 間： ２ 月 １ ８ 日 月 ～ ３ 月 １ ５ 日 金

所得税及び消費税・地方消費税の確定申告も、この日程で受付けます。
一の宮会場・阿蘇会場では、ｅ -Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）がご利用いただけます。

●午前 8時 30分開場　●午前 9時～午後 4時受付

　平成２５年１月１日現在、阿蘇市内に住所を有する方は、住民税申告又は所得税の確定申告により、
平成２４年１月１日から１２月３１日までの１年間に生じた所得について、３月１５日までに申告しな
ければなりません。
　代理の方が申告することもできますが、期間中にお越しいただくことが困難な場合は、税務課までご
連絡ください。
　本年は、九州北部豪雨による申告の都合上、予備日はございません。例年以上に会場の混雑が予想さ
れますので、指定日にお越し頂くことが困難な場合は、最寄りの日の午後にお越し頂きますようお願い
します。

地区 月　日 会場 対象となる行政区

波
野

２月１８日月 波野支所
西側会議室

楢木野、赤仁田、小園、小地野、笹倉、坂の上
２月１９日火 大道、立塚、横堀、遊雀、中道、山崎、仁田水、中江、滝水

一
の
宮

２月２０日水

本庁
北側別館
大会議室

町１区、町２区、北１区、北２区、東１区、上役犬原
２月２１日木 東２区、東３区、西１区、西２区、西３区、塩塚
２月２２日金 古神１区、古神２区、古神３区、分３区、舞谷

２月２５日月 分１区、分２区、古閑、神石、福岡、上町、東仲町、西仲町、
豆札

２月２６日火 下町、桜町、福原、馬場、古城１区、古城２区、古城３の１区、
古城３の２区

２月２７日水 古城４区、古城５の１区、古城５の２区、古城６区、古城７区、
原口、上井手、下井手、中原、西井手

２月２８日木 上西河原、下西河原、上東下原、下東下原、西下原、片隅、荻の草、
竹原、蔵原

３月　１日金 下役犬原、西町、道尻、坊中

阿
蘇

３月　４日月

内牧支所
大会議室

内牧１区、内牧３区、内牧４区、西湯浦
３月　５日火 内牧２区、湯浦、南宮原、深葉
３月　６日水 内牧５区、成川
３月　７日木 小里、西小園、折戸、宇土

３月　８日金 浜川、鷲の石、原の口、山田、小倉、西小倉、小池、黒流町、
下の原

３月１１日月 今町、新村、小野田町、狩尾１区、狩尾２区、跡ケ瀬
３月１２日火 元黒川、北黒川、上西黒川、黒川千丁、永草
３月１３日水 本村、茗ケ原、東黒川、南黒川、下西黒川、車帰、狩尾３区
３月１４日木 乙姫、枳
３月１５日金 赤水、的石

※期間中、指定した会場以外での受付はできませんので、あらかじめご了承下さい。
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申
告
会
場
に
持
参
す
る
も
の
を

事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
！

　
印
鑑

　
　

　
所
得
の
計
算
に
必
要
な
も
の

〔
営
業
等
所
得
、
農
業
所
得
又
は
不
動
産
所
得
〕

▼�

収
支
内
訳
書
、
売
上
帳
、
仕
入
帳
、
通
帳
、

領
収
書
等

▼�

肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
農
業
所
得
の
課
税

の
特
例
を
受
け
る
場
合
は
、
肉
用
牛
売
却

証
明
書

〔
給
与
所
得
・
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
）
又

は
退
職
所
得
〕

▼
給
与
所
得
等
の
源
泉
徴
収
票

〔
一
時
所
得
〕

▼�

個
人
年
金
や
生
命
保
険
等
の
満
期
や
一
時

金
、
解
約
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
返
戻

金
通
知
書
等

〔
譲
渡
所
得
又
は
山
林
所
得
〕

▼�

土
地
や
建
物
、山
林
等
の
資
産
を
譲
渡（
売

買
、
収
用
等
）
し
た
場
合
は
、
そ
の
契
約

書
や
証
明
書
等

〔
配
当
所
得
〕

▼�

配
当
所
得
等
の
源
泉
徴
収
票
や
支
払
通
知

書
等

　
所
得
控
除
の
計
算
に
必
要
な
も
の

〔
医
療
費
控
除
〕

▼�

本
人
又
は
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
親

族
の
た
め
に
、
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

〔
社
会
保
険
料
控
除
〕

▼�

国
民
年
金
保
険
料
及
び
国
民
年
金
基
金
掛

金
等
の
控
除
証
明
書

▼�

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
及
び
農
業
者
年
金
保

険
料
等
の
領
収
書

〔
生
命
保
険
料
控
除
〕

▼�

生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
い
て
支
払
っ
た

一
般
の
生
命
保
険
料
及
び
個
人
年
金
保
険

契
約
等
に
基
づ
い
て
支
払
っ
た
個
人
年
金

保
険
料
の
控
除
証
明
書

〔
地
震
保
険
料
控
除
〕

▼�

家
屋
又
は
生
活
用
資
産
等
を
保
険
の
目
的

と
し
た
地
震
保
険
契
約
等
に
基
づ
い
て
支

払
っ
た
保
険
料
の
控
除
証
明
書
（
経
過
措

置
と
し
て
、
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に

締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
契
約
に
つ
い
て

は
、
従
前
の
損
害
保
険
料
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。）

〔
障
害
者
控
除
〕

▼�

本
人
又
は
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
親

族
の
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
証
明
す

る
も
の
（
障
害
者
手
帳
等
）

　

�

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り

　
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

〔
雑
損
控
除
〕

▼�

被
害
を
受
け
た
資
産
、
取
得
時
期
、
取
得

価
額
が
分
か
る
も
の
（
建
物
の
請
負
契
約

書
等
）

▼�

被
害
を
受
け
た
資
産
の
修
繕
費
、
取
壊
し

費
用
、
除
去
費
用
の
わ
か
る
も
の
（
見
積

書
、
領
収
書
等
）

▼�

被
害
を
受
け
た
資
産
に
つ
い
て
受
け
取
る

保
険
金
額
の
わ
か
る
も
の
（
支
払
通
知
書

等
）

▼�

市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
た「
り
災
証
明
書
」

（
コ
ピ
ー
可
）

▼�

還
付
金
振
込
先
の
金
融
機
関
名
及
び
口
座

番
号
（
申
告
者
ご
本
人
の
も
の
）
の
分
か

る
も
の

▼�

平
成
24
年
分
の
所
得
金
額
や
所
得
控
除
の

分
か
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
等
）

▼�

生
計
を
一
に
す
る
親
族
に
平
成
24
年
分
の

所
得
金
額
が
38
万
円
を
超
え
る
方
が
い
る

場
合
は
、
そ
の
方
の
平
成
24
年
分
の
所
得

金
額
等
の
わ
か
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
や

確
定
申
告
書
の
控
え
）

●�

非
課
税
所
得
（
遺
族
年
金
、
障
害
者
年
金

等
）
の
み
を
有
す
る
方
や
所
得
の
無
か
っ

た
方
は
、
そ
の
旨
を
申
告
し
な
け
れ
ば
、

健
康
保
険
税
（
料
）
等
の
軽
減
措
置
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

●�

所
得
税
に
お
い
て
は
、
給
与
等
の
金
額
が

２
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
給
与
所
得
者

で
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
や
、
公
的
年
金
収
入
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
公
的
年
金
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
を
要
し
な

い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
民
税
に

お
い
て
は
、
20
万
円
以
下
の
そ
の
他
の
所

得
に
つ
い
て
も
給
与
所
得
・
公
的
年
金
に

係
る
雑
所
得
と
合
わ
せ
て
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●�

平
成
24
年
中
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
方

で
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

場
合
は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●�

所
得
及
び
所
得
控
除
の
計
算
に
必
要
な
も

の
が
揃
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
申
告
を
お

受
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

　

�　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
等
を
行
う
際
に

は
、
申
告
等
デ
ー
タ
に
電
子
署
名
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
電
子
証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は

３
年
と
な
っ
て
お
り
、
有
効
期
限
切
れ
の

場
合
は
新
た
に
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他
注
意
事
項

●
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
☎
２
２
‐
３
１
４
８
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税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
分
の
所
得
税
、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税
及
び

贈
与
税
の
受
付
期
間
は
、
左
記
の
表
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金

額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る

申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま
す
の
で
、

申
告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送

等
で
も
で
き
ま
す
。

　
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申

告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

税目 受付期間

所得税 ２月１８日月～３月１５日金

消費税及び
地方消費税 １月　４日金～４月　１日月

贈与税 ２月　１日金～３月１５日金

（注）��所得税の還付申告については、１月４日（金）から
受付が始まっています。

●日程

公的年金等を受給されている方へ
公的年金等を受給されている方は、所得税の確定申告が不要になる場合があります。
以下の項目に沿って所得税の確定申告の要否を確認してください。

①�公的年金等の収入金額（２か所以上ある場合は、その合計額）が、400万円以下である

②�公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が、20万円以下である

③�源泉徴収税額がある

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

※�この欄をご確認ください。

税務署への確定申告が
必要です。

税務署への確定申告は
不要です。

税務署への確定申告が
不要になる場合があ
ります。

確定申告書の作成は国税庁
ホームページの「確定申告書
等作成コーナー」が便利です
ので、是非ご利用ください。

【国税庁ホームページ】
http://www.nta.go.jp/

ただし…
１�　株式等の損失を翌年に繰
り越すための申告書などは
提出することができます。
２�　住民税の申告が必要にな
る場合があります。（詳し
くは、阿蘇市税務課までお
尋ねください。）

ただし…
所得税の還付を受けるために
は、確定申告書の提出が必要
です。
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九州北部豪雨により被災された方へ

　九州北部豪雨により、ご自身や生計を一にする親族が所有する住宅や家財などに被害を受けら
れた方は、雑損控除又は災害減免法を適用することにより、また、ご自身の事業用資産に被害を
受けられた方は、損失額を所得の計算上、必要経費に算入することにより、平成２４年分の確定
申告において、所得税の軽減等を受けられる場合があります。
　詳しくは、熊本国税局ホームページをご覧いただくか、阿蘇税務署にお尋ねください。

ｅ - Ｔ ａ ｘ を 利 用 し ま し ょ う

　「国税電子申告・納税システム（ｅ - Ｔ
ａｘ）」では、自宅やオフィス、税理士事
務所などからインターネットを利用して、
国税に関する各種手続（①所得税、法人税、
消費税、酒税及び印紙税の申告、②全ての
国税の納税、③納税証明書の交付請求及び
法定調書の提出などの申請・届出等）がで
きます。
　また、平成２４年分以降の贈与税の申告
等については、国税庁ホームページの「確
定申告書等作成コーナー」からｅ - Ｔａｘ
を利用して送信できます。

税務署から確定申告のお知らせ

●電子証明書等の準備
�　�電子証明書は、住民基本台帳カードに格納されています
ので市役所等の窓口で、住民基本台帳カードを入手し公
的個人認証サービスに基づく電子証明書の発行を受け
てください。また、別途住民基本台帳カードに適合した
ＩＣカードリーダライタが必要です。
●利用者識別番号等の取得
　ｅ -Ｔａｘホームページからオンラインで開始届出書を
提出すれば、即時に発行（通知）されます。
●ｅ -Ｔａｘソフト等から電子証明書等を登録（初期登録）
　�ｅ - Ｔａｘソフトをインストールし、利用者ファイルの
作成、納税用確認番号の登録、電子証明書の登録等が必
要です。なお、ｅ -Ｔａｘソフトは、ｅ -Ｔａｘホーム
ページから無償でダウンロードできます。
★詳しくは e-Tax ホームページをご覧ください。

e －Ｔａｘを利用するには

●問い合わせ　阿蘇税務署　☎ 22-0551（代表）※�電話をおかけの際は音声案内に従って
２番を選択してください。

介
護
保
険
認
定
に
基
づ
く
障
害
者
控
除

～
税
申
告
で
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
～

障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、
左

記
に
該
当
す
る
方
で
、
か
つ
認
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
方
は
平
成
24
年
分
の
申
告
用
か
ら
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
に
よ
り
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
認
定
書
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
介
護
保
険
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
認
定
書
の
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①�

平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
（
年
の
途
中
に
死
亡
し
た
場
合
は

そ
の
日
）
で
阿
蘇
市
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
に
該
当

し
て
い
る
方

②�

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
認
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る

方
（
要
支
援
は
非
該
当
）

③�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
原
爆
症
認
定
書
等
を
所
持
し
て
い
な

い
方

●
認
定
の
基
準

　

�

基
準
に
基
づ
き
介
護
保
険
認
定
情
報
等
に
よ
り
審
査
し
ま
す

が
、
単
に
介
護
度
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
の
障
害
の
状
態
及

び
認
知
症
の
状
態
に
よ
る
自
立
度
も
含
め
て
判
定
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
認
定

書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法

▼
申
請
者
：
本
人
ま
た
は
親
族

▼
持
参
す
る
物
：
介
護
保
険
証
、
印
鑑

▼
申
請
先
：
市
役
所
高
齢
者
支
援
課

※�

申
請
用
紙
は
高
齢
者
支
援
課
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
係
窓
口

に
あ
り
ま
す
。市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

申
請
後
、
審
査
し
て
郵
送
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
の
即

時
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　

●
問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
課　
介
護
保
険
係

　
☎
２
２
‐
３
１
４
５
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阿蘇市長選挙
投票日：２月２ ４日日

投票時間：午前７時から午後６時まで
※荻の草、舞谷、深葉地区は午後４時まで

区分 投票区 地区又は行政区名 投票所名

一
の
宮
地
区

１ 町区、北区、東２区、西１区、西３区、塩塚 阿蘇市役所
２ 古神区、西２区、東１区、東３区 社会教育センター（一の宮体育館）
３ 分区 農業構造改善センター（分区公民館）
４ 坂梨、中坂梨 坂梨公民館
５ 古城地区 古城小学校体育館
６ 中通地区（荻の草を除く） 中通公民館
７ 荻の草、舞谷 荻の草公民館

阿
蘇
地
区

８ 内牧１区、３区、４区、５区、小里、茗ヶ原 阿蘇公民館（阿蘇体育館駐車場の道路向かい）
９ 南宮原、湯浦、西湯浦、西小園 ふれあいプラザ北外輪
１０ 深葉地区 旧内牧小学校深葉分校
１１ 内牧２区、成川、折戸、宇土、浜川 内牧支所
１２ 狩尾地区 狩尾２区公民館
１３ 永草、枳、赤水、車帰、跡ヶ瀬、的石 阿蘇西小学校体育館
１４ 下西黒川、乙姫、黒川千丁 乙姫公民館
１５ 東黒川、坊中、南黒川、元黒川、北黒川、上西黒川 碧水小学校体育館
１６ 西町、竹原、蔵原 竹原公民館
１７ 役犬原地区 コミュニティセンター
１８ 山田地区 阿蘇市地域農業再生協議会会議室

波
野
地
区

１９ 楢木野、赤仁田、山崎、仁田水、中江、滝水 波野支所
２０ 小園、小地野、笹倉 林業研修集会施設
２１ 立塚、横堀、遊雀、中道 農村婦人の家
２２ 坂の上、大道 高齢者コミュニティセンター福寿荘

不在者投票の種類 このような場合に

他の市区町村で行う
不在者投票

●�阿蘇市の選挙人名簿に登録されている方が、出張などで投票日まで他の市区町村に滞在する場
合は、滞在地の市区町村選挙管理委員会で不在者投票ができます。
●�郵便等でのやり取りが必要となりますので、手続き等の詳細については早めにお問い合わせく
ださい。

指定病院等で行う
不在者投票

●�不在者投票ができる施設として、指定を受けた病院、老人ホ－ム等に入院（入所）中の方は、
その施設で不在者投票ができますので、早めに施設長に申し出てください。

郵便等による
不在者投票

●�身体障害者手帳、戦傷病者手帳をお持ちの方で一定の要件に該当される方や介護保険被保険者証
の要介護区分が要介護５である方で郵便投票証明書の交付を受けている方のみ対象となります。
●�郵便投票証明書の交付は申請手続きが必要となりますので、早めに選挙管理委員会に問い合わ
せください。

その他 ●�投票日当日までに２０歳に到達する者が期日前投票をする場合、１９歳の時点では期日前投票
をすることができません（選挙管理委員会で不在者投票を行うことになります）。

投 票 場 所

不在者投票

期日前投票
●投票場所：阿蘇市役所・内牧支所・波野支所　※３ヶ所のいずれでも投票できます。
●投票期間：2月 18日月～ 23日土　　●投票時間　午前 8時 30分～午後 8時
●�持ってくるもの：入場券（なくされた方、届いていない方も選挙権があれば投票できます。）

選挙当日に投票所へ行けない方は、期日前投票・不在者
投票の制度をご利用ください。

●問い合わせ　選挙管理委員会事務局　☎ 22-3239

阿蘇市民の代表を選ぶ大切な選挙。自分の意思で投票しよう。

選 挙 公 報
●選挙公報は、２月１９日火の新聞（全紙朝刊）折込でお届けします。
●�新聞配達を利用されていない方は、お手数ですが２月１９日火から市役所及び各支所の窓口に
設置しますので、ご利用いただきますようお願いします。



阿 蘇 市 の ニ ュ ー ス を お 届 け す る Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ
フ ラ ッ シ ュ ニ ュ ー ス
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基準日現在登録者数 23,645人
選挙当日有権者数 23,587人
投票者数 14,976人
投票率 63.49%
投票総数 14,975票
有効投票数 14,480票
無効投票数 495票
持ち帰り・その他 1票

本田�浩一　候補 3,341票
森本�やすひと　候補 2,119票
坂本�てつし　候補 8,224票
東�なつ子　候補 796票

日本維新の会 2,826票
日本共産党 579票
民主党 2,208票
幸福実現党 59票
国民新党 99票
社会民主党 298票
公明党 2,567票
みんなの党 641票
自由民主党 4,755票
日本未来の党 432票

基準日現在登録者数 23,645人
選挙当日有権者数 23,587人
投票者数 14,977人
投票率 63.50%
投票総数 14,976票
有効投票数 14,464票
無効投票数 512票
持ち帰り・その他 1票

●小選挙区（熊本県第３区）

●比例代表（九州ブロック）

●候補者別得票数（届出順）

●政党別得票数（届出順）

衆
議
院
議
員
総
選
挙
開
票
結
果
（
阿
蘇
市
）

平
成
24
年
12
月
16
日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る

阿
蘇
市
の
開
票
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
阿
蘇
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
☎
２
２
‐
３
２
３
９
）

「
阿
蘇
市
九
州
北
部
豪
雨
災
害�

被
災
者
住
宅
応
急
修
理
補
助
金
制
度
」

（
申
請
期
限
は
３
月
８
日
金
ま
で
）

　
九
州
北
部
豪
雨
に
お
け
る
、災
害
当
時
の
混
雑
状
況
の
中
で
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
「
住

宅
の
応
急
修
理
」（
国
制
度
）
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、「
阿
蘇
市
九
州
北
部

豪
雨
災
害
被
災
者
住
宅
応
急
修
理
補
助
金
制
度
（
市
独
自
）」
を
創
設
し
支
援
を
図
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
は
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
交
付
対
象
者
（
世
帯
）

　

�

現
に
居
住
し
て
い
る
被
災
者
住
宅
の
応
急
修
理

を
既
に
行
っ
た
方
又
は
こ
れ
か
ら
被
災
者
住
宅

の
応
急
修
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
居
住
す
る
方

で
、
次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

▼�

平
成
24
年
７
月
12
日
現
在
で
、
応
急
修
理
を
行

う
住
宅
に
住
民
票
が
あ
る
こ
と
。

▼�

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
「
住
宅
の
応
急
修
理
制

度
（
国
制
度
）」
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

▼
半
壊
以
上
の
罹
災
証
明
が
あ
る
こ
と
。

▼
応
急
仮
設
住
宅
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

▼�

半
壊
の
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
平
成
23
年
中

の
世
帯
収
入
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
。

ア�

世
帯
全
体
の
年
収
が
５
０
０
万
円
以
下

イ��

世
帯
全
体
の
年
収
が
７
０
０
万
円
以
下
で
、
か

つ
、
世
帯
主
が
45
歳
以
上
ま
た
は
要
援
護
世
帯

ウ��

世
帯
全
体
の
年
収
が
８
０
０
万
円
以
下
で
、
か

つ
、
世
帯
主
が
60
歳
以
上
ま
た
は
要
援
護
世
帯

▼�

熊
本
県
の
被
災
者
生
活
再
建
助
成
金
を
申
請
し

て
い
る
こ
と
。

▼�

こ
れ
か
ら
対
象
工
事
を
行
う
場
合
は
、
３
月
22

日
金
ま
で
に
修
理
が
完
了
す
る
こ
と
。

●�

住
宅
応
急
修
理
の
範
囲　
制
度
の
対
象
範
囲

は
、
日
常
生
活
に
必
要
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

部
分
と
な
り
、
対
象
工
事
は
限
ら
れ
ま
す
。

▼
屋
根
・
柱
・
床
・
外
壁
・
基
礎
等
の
応
急
修
理

▼
ド
ア
・
窓
等
の
開
口
部
の
応
急
修
理

▼�

上
下
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
等
の
配
管
及
び
配
線

の
応
急
修
理

▼�

浴
槽
・
便
器
等
の
衛
生
設
備
の
応
急
修
理
（
風

呂
の
ボ
イ
ラ
ー
も
含
む
）

※�

豪
雨
災
害
と
直
接
関
係
の
あ
る
応
急
修
理
の
み

が
対
象
。

※
内
装
に
関
す
る
も
の
は
原
則
と
し
て
対
象
外
。

※
家
電
製
品
は
対
象
外
。

●
補
助
金
額

▼�

１
住
家
の
対
象
工
事
費
か
ら
10
万
円
を
控
除
し

た
額
を
補
助
し
、
最
大
42
万
円
。

▼�

対
象
外
の
修
理
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
１
住
家
に
１
回
限
り
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
書
類

▼�

対
象
住
宅
の
平
面
図　
▼�
修
理
内
訳
書
（
被
災

　
の
補
修
内
容
を
明
記
し
た
補
助
対
象
の
も
の
）

▼��

修
理
前�

及
び
修
理
後
の
写
真
（
被
災
状
況
及
び

　

修
理
個
所
が
わ
か
る
も
の
）　
▼
修
理
費
の
領

　
収
書
の
写
し
等　
▼
住
民
票　
▼
所
得
証
明
書

▼
身
分
証
明
書　
▼
印
か
ん

●
申
請
期
限　
３
月
８
日
金
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　
建
設
課　
☎
２
２
‐
３
１
８
７
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平
成
25
年
阿
蘇
市
成
人
式
が
１
月
13

日
、
阿
蘇
体
育
館
に
お
い
て
、
対
象
者

３
３
２
人
（
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。
男
性

１
６
７
人
、
女
性
１
６
５
人
）
の
う
ち

２
２
６
人
の
参
加
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
来
賓
に
地
元
県
議
を
は
じ

め
、
市
議
会
議
員
、
行
政
・
地
域
等
の
各

種
関
係
団
体
代
表
、
さ
ら
に
恩
師
の
先

生
方
な
ど
、
多
数
の
ご
列
席
の
も
と
晴

れ
や
か
に
開
式
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ

華か

る

で

ら

流
伝
羅
に
よ
る
『
よ
さ
こ
い
』
が
披
露

さ
れ
、
新
成
人
の
門
出
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
佐
藤
市
長
が
「
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
中

で
頑
張
る
人
の
姿
や
思
い
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
今
後
の
人
生
の
教
訓
に
し
て
ほ
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
新
成

人
の
活
躍
を
願
い
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

歌
や
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
友
人
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
、
胸
を
躍
ら
せ
て
会
話
を
楽
し

む
新
成
人
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

志高く！
平成 25 年

阿蘇市成人式
coming of age ceremony

‐
新
た
な
誓
い
を
胸
に
‐

阿
蘇
市
の
新
成
人
３
３
２
人
が

大
人
の
仲
間
入
り
。

※アトラクション



成人になるということは、自己の責任だけで
なく、場合によっては他者についても責任

を負わなければならないことがあるということ
ではないでしょうか。これを機に、皆さんが「権
利」と「義務」と「責任」を得るということの意
味について考えてください。未来を担うのは誰で
もない私たちです。私たちの若い力が阿蘇の、熊
本の、日本の、世界の力となることが重要なこと

なのではないでしょうか。
　これからは、新社会人として皆様
に恩返しができるように信念を持っ
て一生懸命励んでいきます。そし
て、私たちの故郷である阿蘇に誇
りを持っていきたいと思います。

成人を迎え、大人になるということは、様々
な権利を与えられ主張できると同時に、果

たさなければならない義務や、自らに対する責任
も生じることを意味します。成人を迎えたことに
浮足立たず、皆様方のご期待に応えられるよう
に、社会の一員であるという自覚を常に持ち、今
あるこの一瞬一瞬を大切にしながら、自分のため
だけでなく、誰かのために行動できる大人になれ
るよう日々努力して参ります。成人への第一歩を
踏み出したこの良き日に、私たちのためにこのよ
うに盛大な式典を催していただきま
したことを、新成人一同を代表
いたしまして心よりお礼を申
し上げます。

9 広報 あそ
2013.02

交通安全宣言―
　『私たちは、新成人として自覚と
責任を持ち、「交通ルール」を守り、
「交通マナー」の向上に努め、車に
乗るときは必ず全ての座席でシート
ベルトを着用するとともに、飲酒運
転や暴走運転などはせず、子どもや
高齢者、体の不自由な人を交通事故
から守るため、思いやりと優しさを
持って行動し交通安全の輪を広げ、
安全で快適な交通社会の実現に努め
ます。』と交通安全宣言を行った西
村�亮さん（阿蘇中卒）（写真左）と
甲斐�瑞生さん（一の宮中卒）。

代 表 謝 辞成 人 の 言 葉

飛田 実咲さん上島 将貴さん

Masaki Uejima Misaki Hida

▲波野校区の新成人の皆さん。
※�本誌に掲載の集合写真は、毎年、中学校毎に順番に掲載していますのでご了
承ください。

playback!
新成人が生まれた１９９２年（平成４年）は何が起きた？

（2月）アルベールビルオリンピック開幕。夏・冬季の同
年開催はこの年が最後。（３月）長崎県でハウステンボス
開業。（4月）ボスニア・ヘルツェゴビナ紛争始まる。（5
月）サザエさん原作者である長谷川町子さんが死去。同
年 7月に国民栄誉賞受賞。（7月）山形新幹線開業。／バ
ルセロナオリンピック開幕。（11月）ビル・クリントン、
米大統領選挙に当選。（12月）宮澤改造内閣発足。
●阿蘇の出来事　（３月）内牧中央線が開通。（4月）神楽
苑内に神楽館が完成。（9月）中通小学校の体育館工事が
着工。（10月）第 1回神楽フェスティバル開催。（11月）
大道の屋内ゲートボール場が完成。

（波野中卒）（阿蘇北中卒）



スポーツ・文化面などで活躍した人、
表彰を受けた人を紹介します。輝く人 たち！
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

全
国
高
校
総
体
と
国
体
の
２
冠
を
達
成
し
た
阿
蘇
中
央
高
校

女
子
柔
道
部
が
、
熊
日
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
を
受
賞
！

　

２
０
１
２
年
に
国
内
外
の
大
会
で
活
躍
し
た
県
内
の
選
手
や
指
導
者
な
ど

を
た
た
え
た
第
43
回
熊
日
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
発
表
さ
れ
、
柔
道
女
子
団
体
で
全

国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
と
岐
阜
国
体
の
２
大
会
で
優
勝
し
た
阿
蘇

中
央
高
校
が
、
見
事
『
大
賞
』
に
輝
き
ま
し
た
。

　

活
躍
し
た
の
は
梅
木
真
美
さ
ん
（
３
年
）、
飯
塚
貴
恵
さ
ん
（
３
年
）、
土

井
雅
子
さ
ん
（
２
年
）、
上
村
綾
香
さ
ん
（
２
年
）
の
４
選
手
。
梅
木
さ
ん

は
大
分
県
出
身
。
一
昨
年
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
２
大
会
一
本
勝
ち
の
快
挙
か
ら

昨
年
も
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
で
優
勝
す
る
実
力
者
で
、
日
本
期
待
の
星
と
し
て

卒
業
後
も
大
学
の
柔
道
部
で
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
ま
す
。
飯

塚
さ
ん
（
主
将
）
は
春
の
選
抜
で
も
３
位
を
獲
得
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
緒
方
亜
香
里
さ
ん
に
憧
れ
て
島
根
県
か
ら
阿
蘇
中
央
高
校
へ

来
ま
し
た
。
２
年
の
土
井
さ
ん
は
山
口
県
出
身
、
上
村
さ
ん
は
八
代
市
の
出

身
。
内
藤
寿
是
監
督
の
指

導
の
も
と
「
先
輩
に
負
け

な
い
３
冠
、
４
冠
を
目
指

し
た
い
」
と
今
年
も
熱
意

を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

強
さ
の
秘
訣
を
梅
木
さ

ん
は
「
世
界
で
戦
う
に
は

自
分
に
自
信
を
持
つ
こ

と
。
自
信
を
持
つ
た
め
に

は
納
得
い
く
だ
け
の
練
習

を
す
る
こ
と
」
と
。
ま
た

飯
塚
さ
ん
は
、「
強
く
な

り
た
い
な
ら
ま
ず
学
校
生

活
に
お
い
て
模
範
の
生
徒

と
な
れ
と
の
監
督
の
言
葉

に
努
力
し
た
」
と
、
並
々

な
ら
ぬ
努
力
の
道
の
り
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲左から梅木さん、飯塚さん、土井さん、上村さん。

阿
蘇
地
域
赤
十
字
奉
仕
団
が
炊
き
出
し
奉
仕
で

熊
日
緑
の
リ
ボ
ン
賞
を
受
賞　

日
赤
か
ら
も
感
謝
状

　

地
域
で
奉
仕
活
動
を
続
け
、
社
会
貢
献
し
て
き
た
人

た
ち
を
た
た
え
る
熊
日
緑
の
リ
ボ
ン
賞
に
、
７
・
12
豪

雨
災
害
時
、
炊
き
出
し
作
業
に
奉
仕
さ
れ
た
阿
蘇
地
域

赤
十
字
奉
仕
団
（
神
保
京
子
委
員
長
ほ
か
１
５
６
人
）

の
皆
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
奉
仕
団
は
、
阿
蘇
市
地
域
婦
人
会
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
災
害
時
に
は
そ
の
日
か
ら
仮
設
住
宅
が
完
成
す

る
ま
で
、
51
日
間
の
避
難
所
へ
の
炊
き
出
し
を
行
い
、

４
３
０
０
食
を
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
真
夏
の
暑
さ
に
よ

る
食
中
毒
に
気
を
遣
い
な
が
ら
、
献
立
、
買
い
出
し
、

調
理
と
朝
か
ら
取
り
組
み
、作
業
に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
奉
仕
団
は
、
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部

か
ら
も
衛
生
面
と
栄
養
面
を
両
立
し
た
と
し
て
感
謝
状

が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
が
全
国
表
彰

職
場
で
の
意
識
向
上
等
に
尽
力　

阿
蘇
市
、
産
山
村
の
事
業
所
や
各
種
団
体
等
で

つ
く
る
阿
蘇
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会

（
渡
邉
富
廣
会
長
）
が
、
全
日
本
交
通
安
全
協
会

か
ら
優
良
団
体
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
各
事
業
所
に
お
い
て
従
業
員
の

皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
向
上
を
図
る
と
も
に
、

地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
啓
発
活
動
、
研
修
会
・

講
習
会
へ
の
参
加
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

き
ま
し
た
。　

　

な
お
表
彰
式
は
、
１
月
16
日
に
東
京
都
の
日
比

谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
た
、
第
53
回
交
通
安
全
国
民

運
動
中
央
大
会
に
併
せ
行
わ
れ
、
代
表
し
て
渡
邉

会
長
が
出
席
し
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
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TOWN TOPICS

　九州北部豪雨災害からちょうど半年となった１月

１２日、土砂災害の爪痕が残る坂梨の馬場地区の田

んぼでどんどやが行われました。

　今年は「災害に負けず元気に」との願いもプラス

し、馬場地区をはじめ、福原、馬場、豆札、古城１

区の子ども会も参加し、大変賑やかに行われました。

　どんどやを囲み、豚汁やバーベキューも振る舞わ

れ子どもたちも大喜びでした。

坂梨馬場地区でどんどや
どんどやで地域の絆も温か

　阿蘇市教育研究会全体研修会が１２月２５日、阿
蘇青少年交流の家で行われました。毎年、教育委員
会が教職員の基本的資質や指導力の向上を目指して
開催しているもので、市内の小・中学校等の教職員、
２９８人が参加しました。
　研修会では、昨年５月から市教育長に就任した阿
南教育長による講話や、「百マス計算」や「早寝・
早起き・朝ごはん」で有名な立命館大学教授陰山英
男氏による講演が行われました。
　参加者は、真剣に耳を傾け、基礎基本や生活リズ
ムの徹底の大切さに改めて気付かされた様子でした。

阿蘇市教育研究会全体研修会
阿蘇市内の教職員が一同に研修

自然の恩恵と災害から学ぶ
～第７回火山と環境シンポで

小学生・高校生が研究発表～

　第７回火山と環境シンポジウム『阿蘇はみ
んなの宝もの』が１月２０日、阿蘇火山博物
館にて行われ、古城小学校４年生、内牧小学
校５年生、阿蘇中央高校科学部が参加し、阿
蘇の草原や災害について学習した成果をまと
めた研究発表を行いました。
　昨年の「7.12 豪雨災害」で大きな被害を
体験した古城小・内牧小の児童が自然災害の
恐ろしさとともに自然の役割や恩恵について
劇や災害時の写真など織り交ぜて発表。また
阿蘇中央高校科学部は、豪雨災害に伴う山腹
崩壊のメカニズムについて地形や被害状況に
基づいた分析を発表し、住民一人ひとりが土
砂災害の発生しやすい地形の中に住んでいる
ことを深く理解して災害に備えることの大切
さを訴えました。
　その他、島原半島ジオパーク事務局専門員
で火山地質学が専門の大

おおの

野希
まれかず

一氏による特別
講演も行われました。

❶

❷ ❸

❶�内牧小学校５年
生の発表。
❷�古城小学校４年
生の発表。
❸�阿蘇中央高校科
学部の発表。



12広報 あそ
2013.02

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

内牧５区でもちつき大会
威勢よく餅をついて地域に活気

新町凧の会が指導
昔懐かしい凧作りを体験

　市公民館内牧分館（高宮晴夫分館長）活動の一環
として１２月２３日、内牧１区公民館で、凧作り教
室が行われました。　室内遊びが多くなった子ども
たちに、昔の子どもたちが小刀を使ってよく揚がる
ようにと競い合って作っていた凧作りを体験しても
らおうというもので、伝統ある新町凧の会の皆さん
の指導はじめ、内牧区長会も応援に加わり、熱心に
取り組まれました。　参加した子どもや保護者３６
人は、完成した凧に喜び、早速、内牧の田園を走り
回りのびのびと凧揚げを楽しみました。

　阿蘇市のイチゴ農家でつくる阿蘇中部いちご部会
（宮本陽一会長）は 12月 25 日、クリスマスに合わ
せ仮設住宅入居者にイチゴを贈呈しました。
　これは、豪雨災害で被害を受け仮設住宅で暮らす
入居者に元気をつけてもらおうと贈呈されたもの
で、仮設住宅で暮らす全世帯の方々に、合わせて
８３パックが贈られました。
　高田住宅みんなの家で行われた贈呈式で宮本会長
は「私たち農家も災害で大きな被害を受けたが、多
くの支援をいただき収穫できた。この勇気づけられ
たイチゴを食べて元気になってもらえれば」と心を
込めて作られたイチゴを入居者に手渡しました。

阿蘇中部いちご部会が仮設住宅にイチゴ贈呈
感謝の気持ちを込めて・・・

イチゴを手渡す宮本会長（右）。

平成２５年阿蘇市消防団出初式
勇壮な分列行進で入場

　新春の恒例行事として毎年行われる阿蘇市消防団
出初式が１月６日、農村公園あぴかで開催され、団
員や来賓など約６００名が参加しました。
　式典では、晴れ渡る青空のもと全１２分団の団員
と女性消防団員、中通少年消防クラブによる勇壮な
分列行進が行われた後、市長挨拶や団長訓示、来賓
挨拶のほか、阿蘇市消防団に対し、先の豪雨災害で
の活動功績による功労者表彰授賞の伝達と、４３名
の１０年勤続表彰が行われました。
　昨年の火災件数は１４件で前の年に比べ１６件減
少していますが、火の取り扱いには十分注意し、火
災の発生を未然に防ぎましょう。

　内牧菅原神社で１２月２３日、内牧５区もちつき
大会が行われました。
　この催しは、２年前から、地区の人たちの親睦と、
地域の安全、まちの活性化を願って始められた行事
で、神社の境内には、朝からたくさんの人が集まり、
威勢よく餅つきが行われました。
　つくのは初めてという若者たちも先輩に習い精を
出し、世代間交流も大盛り上がり。この度の豪雨で
浸水の被害が大きかった内牧５区ですが、元気を取
り戻す景気づけにもなりました。なお、つきたての
餅は一人暮らしのお年寄りにも配られたほか、菅原
神社へも奉納されました。
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広
告

碧水・乙姫・中通小の
閉校式が行われます

碧水小学校閉校式
●とき　２月23日土
●行事日程
　　9:30～　第１部�閉校記念式典
　�10:45～　第２部��閉校記念行事（児童発表等）
●閉校誌の販売　
▼価格　２，１００円
▼�販売方法　りんどう印刷（一の宮町宮地1863
☎２２‐００４４）へ直接申し込んで下さい。

●�問い合わせ　碧水小学校閉校実行委員会（事務局）
碧水小学校　☎３４‐００１７

乙姫小学校閉校式
●とき　３月２日土
●行事日程
　　9:00～　第１部�記念碑除幕式
　　9:30～　第２部�閉校式典　
　�10:30～　第３部�お別れの会（児童発表等）
●閉校誌の販売
▼価格　２，０００円
▼販売方法　閉校式当日販売
●�問い合わせ　乙姫小学校閉校実行委員会（事務局）
乙姫小学校　☎３２‐０２０９

中通小学校閉校式
●とき　３月３日日
●行事日程
　　9:00～　第１部�閉校式典　　
　　　　　　��第２部��思い出の会：児童発表・
　　　　　　　　　　大津太鼓清流会
※�お昼には豚汁を準備しています。また、昼食販
売もあります。
　�13:30～　�中通フェスティバル「陸上自衛隊

西部方面音楽隊」の演奏と「お楽
しみ抽選会」等

●閉校誌の販売
▼価格　１，０００円
▼販売方法　①初寄りでの注文受付による販売　
　　　　　　②当日販売
●�問い合わせ　中通小学校閉校実行委員会（事務局）
中通小学校　☎２２‐０１２１
共通事項
▼一部を除き、校舎内の見学も出来ます。
▼スリッパ等をご持参ください。
▼�冷え込みますので防寒のご準備をお願いします。
▼�運動場等近隣施設を駐車場として利用する予定
ですが、台数が限られますので、お車でお越し
の際はご配慮をお願いします。（路上駐車等を
絶対しないようにして下さい）

　平成 24年度末にその輝かしい歴史の幕を閉
じる、碧水・乙姫・中通小学校の閉校式が、各
学校の閉校実行委員会主催の下、下記のとおり
執り行われます。
　卒業生や地域の皆さまの積極的なご参加をお
待ちしています。
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市
民
の
皆
さ
ま
へ
、
大
事
な
お
知
ら
せ
や
制

度
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
各
担
当
課
ま
で
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。
（
お
は
お
知
ら
せ
端
末
の
番
号
）
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身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中

等
度
の
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
児
童

に
対
し
て
、
補
聴
器
の
装
用
に
よ

る
音
声
言
語
能
力
の
向
上
や
、
等

し
く
学
び
、
成
長
で
き
る
環
境
を

確
保
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
等
の
成
長
に
寄
与
す
る
た

め
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

●�

対
象　
助
成
金
の
支
給
対
象
児

は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
18
歳
未
満
の
難
聴
児
と
な
り

ま
す
。

▼�

阿
蘇
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と
。

▼�

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
ｄ
Ｂ

以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
。

▼�

補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語

の
習
得
等
一
定
の
効
果
が
期
待

で
き
る
と
医
師
が
判
断
す
る
も
の
。

難聴児の補聴器購入費用の一部を助成します
●健康福祉課　総合福祉係 　☎２２‐３１６７　 お５５‐３１６７

※�

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
世
帯

の
所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
。）

●
助
成
金
の
交
付
額

　

�

基
準
価
格
（
別
表
）
の
額
に
対

し
て
、
３
分
の
２
の
額
を
助
成

し
ま
す
。

●
交
付
申
請
に
伴
う
必
要
書
類

▼�

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
金

交
付
申
請
書

▼�

対
象
児
の
聴
力
検
査
を
実
施
し

た
上
で
交
付
さ
れ
る
医
師
意
見
書

▼�

意
見
書
の
処
方
に
基
づ
き
作
成

さ
れ
た
補
聴
器
の
見
積
書

▼
補
聴
器
の
仕
様
書

▼
そ
の
他

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》　器楽でみんながたよれるように、
　ちがうパートも覚えて教えたいです。　　　　　　（波野小５年・市原�朱

あか り
梨）

補聴器の種類 １台当たりの
基準価格（円） 基準価格に含まれるもの 耐用

年数
軽度・中等度難聴用ポケット型 43,200円

①補聴器本体（電池含む。）
②イヤーモールド
（注）�イヤーモールドを必要とし

ない場合は、基準価格から
9,000円を除く。

原
則
と
し
て
５
年

軽度・中等度難聴用耳かけ型 52,900円
高度難聴用ポケット型 43,200円
高度難聴用耳かけ型 52,900円
重度難聴用ポケット型 64,800円
重度難聴用耳かけ型 76,300円
耳あな型（レディメイド） 87,000円

補聴器本体（電池含む。）
耳あな型（オーダーメイド） 137,000円

骨導式ポケット型 70,100円
①補聴器本体（電池含む。）
②骨導レシーバー
③ヘッドバンド

骨導式眼鏡型 127,200円

①補聴器本体（電池含む。）
②平面レンズ
（注）�平面レンズを必要としない

場合は、基準価格から 1枚に
つき 3,600円を除く。

（別表）
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市政情報掲示板

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》
　今年、６年生になるので、学校を引っ張っていきたいです。（波野小５年・市原�知

とも き
樹）

国民健康保険被保険者証（保険証）が更新されます
●健康福祉課 国民健康保険係　☎２２‐３１６７　 お５７‐３１６７

現
在
お
持
ち
の
保
険
証

は
、
有
効
期
限
が
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
度
10
期
分

ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
が
全

て
納
付
さ
れ
て
い
る
世
帯
を
対

象
に
、
４
月
か
ら
ご
使
用
に
な

る
更
新
さ
れ
た
保
険
証
を
３
月

末
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
25
年
３
月
１
日
以
降
に

納
付
さ
れ
た
世
帯
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
庁
健
康
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
窓
口
で
納
付
確
認
後

の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
国
保

税
の
領
収
書
を
ご
持
参
下
さ

い
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
の
納
付

が
困
難
な
場
合
、
市
役
所
で
は

随
時
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
下

さ
い
。（
す
で
に
納
税
相
談
を

さ
れ
て
お
り
、
計
画
通
り
に
納

付
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
通
り
納
付
後
に
短

期
保
険
証
を
市
役
所
ま
た
は
各

支
所
窓
口
で
交
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

平成２４年度国民健康保険税第 10 期の納期限（２月２８日）が
近づいています！！保険税の納め忘れはありませんか？
納税期限の遵守にご協力お願いします。
納税相談のお問い合わせは、
税務課収税係（☎２２ ‐ ３１４８）まで。

広
告

被災者の皆様へ。被災者生活再建助成金の申請はお済ですか？
●健康福祉課 総合福祉係　☎２２‐３１６７　 お５５‐３１６７

熊
本
広
域
大
水
害
被
災
者
生
活
再

建
助
成
金
の
申
請
期
限
は
３
月

８
日
金
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
課
で
発
行
す
る
罹
災
証
明
書
が

床
上
浸
水
以
上
の
方
で
、
住
宅
の
修
理

を
完
了
さ
れ
、
か
つ
、
受
給
要
件
を
満

た
す
世
帯
は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
受
給
で
き
る
世
帯
の
要
件
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
他
詳
し
く

は
広
報
あ
そ
12
月
号
５
頁
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
健
康
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

受
給
要
件　
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り

被
災
し
、
半
壊
又
は
床
上
浸
水
の
被

害
が
認
定
さ
れ
た
世
帯
の
う
ち
住
宅

の
修
理
を
平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で

に
実
施
し
、
か
つ
当
該
修
理
が
完
了

し
た
世
帯
の
世
帯
主
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
世
帯
は
、
対
象
か
ら
除

外
し
ま
す
。

▼�

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
交
付
を

受
け
た
（
受
け
る
予
定
の
）
世
帯　

▼�

災
害
救
助
法
に
お
け
る
住
宅
の
応
急

修
理
を
実
施
し
た
世
帯

●�
助
成
額　
実
際
に
住
宅
の
修
理
に
要

し
た
経
費
（
上
限
10
万
円
）
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平成 24年度
阿蘇市読書感想文コンクール
「市長賞」受賞作品紹介

　情操、探究心、知識の向上など大きく人生の支えとな
る読書の推進のため、毎年行う読書感想文コンクール。
　市内ほとんどの小・中学校の児童、生徒が参加してお
り、高校生・一般の部においても多数の作品が寄せられ、
今年も優秀な作品が揃いました。
　その中でも、特に優秀な作品「市長賞」に輝いた３作
品をご紹介します。

い
じ
め　
―　
負
け
な
い
勇
気　
―

碧
水
小
六
年
　
山
﨑
　
美
結

　　

私
が
夏
休
み
の
間
で
心
に
残
っ
た
の
が
、

五
十
嵐
か
お
る
さ
ん
の
「
い
じ
め
」
と
い
う

本
で
す
。

　
私
が
こ
の
本
を
読
も
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
、
最
近
ニ
ュ
ー
ス
等
で
あ
る
、
い
じ
め

が
原
因
で
自
殺
を
す
る
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
い
じ
め
と
は
、
実
際
ど
ん
な
の
だ
ろ
う

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
今
ま
で
、「
い
じ
め
」
と
は
、
無
視

や
暴
力
等
を
す
る
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
「
い
じ
め
」
を
読
ん
で
、
い
じ
め

は
絶
対
に
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
三
人
の
女
の
子
が
主
人
公
に

な
っ
て
い
て
、
佳
奈
、
春
香
、
み
の
り
で
す
。

こ
の
三
人
の
内
、
二
人
が
い
じ
め
ら
れ
、
一

人
が
い
じ
め
る
側
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

本
は
、
い
じ
め
ら
れ
る
側
だ
け
で
は
な
く
、

い
じ
め
る
側
の
気
持
ち
も
書
い
て
あ
り
、
す

ご
く
色
ん
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
正
直
な
所
、
私
は
今
ま
で
、
い
じ
め
ら
れ

る
側
に
原
因
が
あ
る
か
ら
い
じ
め
ら
れ
る
。

そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
本
の
お
か

げ
で
、
た
だ
単
に
、
無
口
の
人
や
地
元
な
ま

り
の
あ
る
人
（
転
校
生
）
の
普
通
の
人
が
い

じ
め
ら
れ
る
と
知
り
、
最
初
は
、「
あ
り
え

な
い
。」
や
「
最
低
。」
と
い
う
感
情
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
こ
れ
だ
け
の
感

情
で
は
、
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
他
に
知
り
た
く

な
っ
た
の
で
調
べ
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、「
見

て
見
ぬ
ふ
り
の
人
も
、
い
じ
め
て
る
側
。」

と
で
た
り
、
人
が
嫌
が
っ
て
い
る
あ
だ
名
で

呼
ぶ
こ
と
や
、
人
の
事
を
陰
で
コ
ソ
コ
ソ
言

う
こ
と
も
、
い
じ
め
て
る
側
と
で
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
を
調
べ
た
後
、
も
う
一
度
、

読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。そ
し
た
ら
今
度
は
、

最
初
と
ち
が
う
視
点
か
ら
見
れ
ま
し
た
。
そ

の
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
る
人
を
私
と
考
え

な
が
ら
読
む
と
、「
こ
こ
だ
っ
た
ら
、
私
は

は
っ
き
り
と
言
え
る
。」
と
い
う
所
や
、「
私

だ
っ
た
ら
、
言
え
な
い
か
も･･･

。」
と
い

う
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
い
じ
め
る
理
由
に
つ
い
て
も
調
べ

て
み
る
と
「
反
応
が
面
白
い
か
ら
。」
や
「
と

ろ
い
か
ら
。」
な
ど
の
理
由
が
で
て
き
ま
し

た
。
確
か
に
、
五
十
嵐
さ
ん
の
「
い
じ
め
」

に
も
、
そ
う
い
う
感
情
が
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。

　

私
は
、
こ
う
い
う
の
を
知
っ
た
う
え
で
、

何
度
も
、
何
度
も
、
読
み
返
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
最
終
的
に
は
、
こ
う
思
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
人
そ
れ
ぞ
れ
、
相
性
の
合
う
合
わ

な
い
は
い
る
と
思
う
。
ど
ん
な
に
い
い
人

だ
っ
て
、
そ
の
人
が
い
な
い
所
で
、
色
々
と

言
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
で
も
、
言
っ
て
い

い
事
と
悪
い
事
が
あ
る
。
あ
だ
名
だ
っ
て
そ

う
。
そ
の
人
自
身
が
気
に
し
て
い
る
事
、
自

分
の
名
前
を
バ
カ
に
し
た
よ
う
な
あ
だ
名
。

そ
の
人
が
「
嫌
っ
。」
っ
て
言
っ
て
ま
た
言

う
。
そ
れ
は
、
い
じ
め
だ
と
思
う
。
私
は
、

こ
の
六
年
間
で
、
全
部
で
約
十
五
以
上
の
あ

だ
名
が
あ
る
が
、そ
の
中
で
嫌
だ
っ
た
の
が
、

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
キ
ン
や
美
結(

み
け
つ)

だ
。

最
初
は
、
気
に
し
て
た
け
ど
、
今
は
、
そ
ん

な
に
気
に
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
調
べ
た
と

お
り
、反
応
を
面
白
が
る
人
が
い
る
か
ら
だ
。

こ
う
い
う
事
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た
か
ら
、

そ
の
人
が
嫌
と
言
っ
た
ら
や
め
よ
う
。
言
う

人
が
い
た
ら
や
め
な
よ
っ
て
言
う
。
こ
う
い

う
事
を
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ま
た
五
十
嵐
さ

ん
の
本
を
読
も
う
。

　
こ
の
先
、
も
し
、
い
じ
め
ら
れ
る
人
が
い

た
ら
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
は
し
な
い
で
、「
や

め
た
ら
。」と
声
を
か
け
、手
を
差
し
の
べ
て
、

も
し
自
分
が
さ
れ
た
ら
、逃
げ
よ
う
と
せ
ず
、

ち
ゃ
ん
と
「
嫌
っ
。」
と
言
い
、
い
じ
め
て

し
ま
う
側
に
な
っ
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
止
め
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
、
五
十
嵐
か
お
る

さ
ん
の
本
を
読
ん
で
す
て
き
な
心
を
育
て
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

いじめ‐負けない勇気‐
五十嵐かおる原案、小学館
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県
庁
お
も
て
な
し
課

阿
蘇
中
三
年
　
野
口
　
瑞
穂

　　
「
お
も
て
な
し
課
」
と
聞
い
て
何
を
想
像

し
ま
す
か
。
私
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
案
内

す
る
人
達
を
想
像
し
ま
し
た
。
人
に
よ
っ
て

考
え
方
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
本

で
の
「
お
も
て
な
し
課
」
は
、
観
光
立
県
を

目
指
し
、
県
外
観
光
客
を
「
お
も
て
な
し
」

す
る
心
で
県
の
観
光
を
盛
り
立
て
よ
う
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
作
ら
れ
た
課
と
い
う
も
の

で
す
。

　
こ
の
本
は
、
二
十
年
ほ
ど
前
の
高
知
県
高

知
市
の
県
庁
の
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

県
庁
の
職
員
の
一
人
が
新
生
動
物
園
に
、
パ

ン
ダ
を
誘
致
す
る
と
い
う「
パ
ン
ダ
誘
致
論
」

を
却
下
さ
れ
、
県
庁
を
去
り
ま
す
。
そ
の
数

十
年
後
県
庁
に
「
お
も
て
な
し
課
」
が
発
足

し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
お
も
て
な
し
課
は
、
主

人
公
、
お
も
て
な
し
課
で
一
番
若
い
掛
水
さ

ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
吉
門

と
い
う
人
か
ら
メ
ー
ル
が
届
き
、
吉
門
さ
ん

の
発
言
で
今
ま
で
の
計
画
を
見
直
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
吉
門
さ
ん
の
ア

イ
デ
ィ
ア
で
県
庁
職
員
で
は
な
い
ア
ル
バ
イ

ト
の
人
を
雇
っ
た
り
、
新
し
い
取
り
組
み
を

し
た
り
し
ま
し
た
。「
パ
ン
ダ
誘
致
論
」
を

唱
え
て
い
た
清
遠
さ
ん
、
吉
門
さ
ん
な
ど
の

お
か
げ
で
、
掛
水
さ
ん
、
多
紀
さ
ん
は
、「
高

知
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
化
」
計
画
を
し
た
り
、

新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
り
し
て
成

功
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
「
お
も
て
な
し
課
」
は
一
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
な
の
に
、い
つ
も
前
向
き
で
、指
摘
が
あ
っ

て
も
、
い
け
な
か
っ
た
点
を
し
っ
か
り
と
考

え
、
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
そ
の
人
に
聞
き
、

ど
う
し
た
ら
よ
く
な
る
の
か
、
今
後
ど
う
し

て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
私
だ
っ
た
ら
指
摘
を
受
け
た
時
点
で
マ
イ

ナ
ス
思
考
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
私
が
通
っ
て
い
る
阿
蘇
中
学
校
も
今
年

が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
私
は
学
校
を
引
っ
ぱ
っ

て
い
く
立
場
の
三
年
生
で
す
。今
ま
で
私
は
、

周
り
か
ら
指
摘
さ
れ
る
と
、
私
に
足
り
な
い

部
分
が
あ
る
か
ら
、
指
摘
を
受
け
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
本
を
読
む
に
つ

れ
、
指
摘
は
私
に
少
し
で
も
良
く
な
っ
て
欲

し
い
、
成
功
し
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
、
言
っ
て
く
れ
る
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
本
で
も
最
初
は
、
掛
水
さ
ん
は
吉
門

さ
ん
に
怒
ら
れ
て
ば
か
り
で
し
た
。
で
も
吉

門
さ
ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
改
善
す
る
と
成

功
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
失
敗
は
成
功
の
も
と
。」
人
間
は
失
敗
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
ま
た
失
敗
を
言
っ
て
く

だ
さ
る
方
の
お
か
げ
で
成
長
し
て
い
く
ん
だ

な
あ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私

が
今
、「
幸
せ
」「
楽
し
い
」
な
ど
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
指
摘
を
し
て
く
れ
る

親
や
家
族
、
先
生
、
違
う
時
に
は
、
は
っ
き

り
と
言
っ
て
く
れ
る
友
達
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
方
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い

う
こ
と
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
本
を
読
ん
で
私
は
、
主
人
公
の
掛
水

さ
ん
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

人
に
何
を
言
わ
れ
て
も
自
分
の
意
見
を
持
ち

続
け
、
人
の
意
見
に
左
右
さ
れ
な
い
、
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
言
え
る
、
そ
ん
な
人
に

な
り
た
い
で
す
。

　
私
は
小
学
生
の
と
き
、
人
前
で
発
表
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
中
手
を
挙
げ
た
り
、

友
達
に
自
分
の
意
見
を
言
う
の
も
苦
手
と
い

う
よ
り
も
嫌
で
し
た
。人
前
で
発
表
し
た
り
、

授
業
中
、
手
を
挙
げ
て
発
表
す
る
の
は
恥
ず

か
し
く
て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
達
に
自

分
の
意
見
を
言
う
の
は
、（
私
が
思
っ
て
い

る
こ
と
を
言
っ
て
、
み
ん
な
が
怒
っ
た
り
し

た
ら
ど
う
し
よ
う
。）
と
思
っ
て
ず
っ
と
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
は
言
い
た
い

こ
と
が
言
え
ず
に
辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

な
の
で
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
意
見
を
言
う

よ
う
に
し
ま
し
た
。
で
も
授
業
中
に
手
を
挙

げ
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
今
年
こ
の
本
を
読
ん
で
か
ら

意
見
を
言
う
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
手
を
挙

げ
て
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は

今
ま
で
「
間
違
え
る
」
こ
と
は
恥
ず
か
し
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
る
先
生
の

一
言
で
私
は
考
え
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
先
生
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
間
違
え
て
も
大
丈
夫
。
恥
ず
か
し
い
こ
と

じ
ゃ
な
い
。
ま
だ
教
え
て
な
い
こ
と
だ
か
ら

間
違
え
て
当
然
。
瑞
穂
と
同
じ
こ
と
を
思
っ

て
た
人
は
、
瑞
穂
に
感
謝
し
て
い
る
は
ず
。」

　
こ
の
言
葉
が
心
に
残
っ
た
の
は
、
こ
の
本

の
お
か
げ
で
す
。

　
私
は
こ
の
本
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
本

を
今
年
読
ん
で
よ
か
っ
た
で
す
。
今
年
は
私

に
と
っ
て
す
ご
く
大
切
な
年
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
夏
休
み
が
終
わ
る
と
体
育
大
会
が
あ

り
ま
す
。
第
一
回
目
で
す
。
自
分
た
ち
で
意

見
を
出
し
合
い
、
一・
二
年
生
を
し
っ
か
り

引
っ
ぱ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
仲
間
と
協
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
体
育
大
会
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
、
掛
水
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
の
意
見

を
持
ち
、
意
見
を
言
え
る
そ
ん
な
人
に
な
り

た
い
で
す
。
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「
世
界
の
終
り
に
咲
く
花
」
を
読
ん
で

阿
蘇
中
央
高
校
二
年
　
塚
本
　
と
し
え

　
「
あ
た
り
ま
え
な
恋
さ
え
、
僕
た
ち
に
は

奇
跡
だ
っ
た
…
。」

　

こ
の
本
を
読
も
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
前
文
の
「
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
部
分

に
目
が
留
ま
っ
た
か
ら
だ
。
九
州
北
部
豪
雨

で
、
今
ま
で
の
あ
た
り
ま
え
の
生
活
が
奪
わ

れ
た
。
幸
い
、
私
の
家
は
何
も
被
害
を
受
け

な
か
っ
た
が
、
身
近
な
友
人
や
親
戚
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
文
に
書
い
て

あ
る
あ
た
り
ま
え
と
、
大
雨
で
奪
わ
れ
た
あ

た
り
ま
え
は
違
う
意
味
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
は
何
か
共
通
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
こ
の
本
を
読
む
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
幼
い
頃
か
ら
腎
臓
の
病
気
を

患
っ
て
い
る
、
昆
虫
が
大
好
き
な
十
七
歳
の

少
年
・
矢
野
太
陽
と
ひ
と
つ
年
下
の
少
女
・

藤
野
咲
希
が
主
人
公
で
あ
る
。
二
人
は
共
に

闘
病
生
活
を
続
け
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る

日
、
咲
希
の
二
度
目
の
腎
臓
移
植
手
術
が
決

ま
る
。成
功
す
る
確
率
は
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
。

成
功
率
の
低
い
手
術
を
控
え
た
咲
希
は
、
太

陽
に
病
院
か
ら
連
れ
逃
げ
る
よ
う
に
お
願
い

す
る
。
そ
し
て
二
人
は
咲
希
の
行
き
た
か
っ

た
場
所
・
青
砥
島
に
行
く
こ
と
を
決
意
す
る

と
い
う
物
語
だ
。

　
私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
同
じ
立
場
に
あ

る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
、
他
人
が
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
理
解
し
合
え
た
り
、
何
か
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
い

た
。
物
語
の
中
で
、
咲
希
の
友
人
が
お
見
舞

い
に
来
る
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
そ
の
友
人

は
咲
希
の
い
な
い
所
で

　
「
ケ
ー
キ
が
食
べ
ら
れ
な
い
な
ん
て
人
生

の
半
分
損
し
て
い
る
け
ど
、
身
体
障
害
者
手

帳
持
っ
て
い
る
と
、
遊
園
地
と
か
の
入
場
料

が
半
額
に
な
る
か
ら
お
得
だ
ね
。」

と
言
っ
た
。
自
分
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、

私
は
病
気
を
患
っ
て
お
ら
ず
、
身
体
障
害
者

手
帳
も
持
っ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

先
入
観
を
持
っ
て
咲
希
の
友
人
が
言
っ
た
よ

う
な
言
葉
を
言
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

と
思
っ
た
。
し
か
し
太
陽
は
、
咲
希
の
友
人

の
言
葉
を
聞
い
て

　
「
自
分
た
ち
の
価
値
観
だ
け
で
勝
手
に
人

生
損
し
て
い
る
と
か
得
し
て
い
る
と
か
言
う

な
。」

と
言
っ
た
。
そ
れ
は
同
じ
病
気
と
闘
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
わ
か
る
こ
と
で
、
太
陽
自
身
も

悔
し
い
気
持
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
言
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
太
陽

の
言
葉
を
読
ん
で
、
私
も
先
入
観
や
、
自
分

の
価
値
観
だ
け
で
人
や
物
事
を
判
断
し
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
と
理
解
し
合
い
、
た
く
さ
ん
の
人
と
意

見
や
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を
共
有
し
た
い
と

感
じ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
に
置

か
れ
て
い
る
立
場
が
違
っ
て
も
、
人
間
の
輪

が
広
が
り
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
と
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
冒
頭
で
書
い
た
「
あ

た
り
ま
え
」と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え
た
。

私
は
、
本
を
読
む
に
つ
れ
て
冒
頭
の
文
の
あ

た
り
ま
え
と
九
州
北
部
豪
雨
で
奪
わ
れ
た
あ

た
り
ま
え
は
違
う
意
味
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ

は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
の
気
付
き
と
共
通
し

て
、
個
人
個
人
の
価
値
観
が
違
う
と
い
う
こ

と
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
物
語
の
主
人
公

た
ち
の
望
む
あ
た
り
ま
え
は
、
ジ
ュ
ー
ス
を

飲
む
こ
と
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
こ
と
、
学
校

へ
行
く
こ
と
、恋
を
す
る
こ
と
。病
気
を
患
っ

て
い
る
人
と
健
康
な
人
で
は
、
や
は
り
望
む

あ
た
り
ま
え
が
違
う
。
例
え
ば
、
こ
の
物
語

の
主
人
公
た
ち
の
よ
う
に
腎
臓
病
を
患
う
こ

と
で
食
事
制
限
や
運
動
制
限
が
さ
れ
る
。
し

か
し
そ
の
制
限
を
一
つ
で
も
解
く
こ
と
が
で

き
る
な
ら
ば
私
た
ち
に
と
っ
て
は
普
通
の
こ

と
で
も
幸
せ
に
感
じ
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、

九
州
北
部
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
人
た
ち
が

望
む
あ
た
り
ま
え
は
早
く
復
興
し
て
元
の
生

活
に
戻
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
同
じ
立

場
に
立
た
さ
れ
た
人
々
が
皆
同
じ
よ
う
に
望

む
こ
と
だ
。
こ
の
二
つ
の
場
合
の
よ
う
に
自

分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
に
よ
っ
て
あ
た
り

ま
え
の
価
値
観
は
違
う
。
し
か
し
、
共
通
す

る
あ
た
り
ま
え
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
「
生

き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
生
き
て
い
な

か
っ
た
ら
、
あ
た
り
ま
え
と
感
じ
る
こ
と
す

ら
で
き
な
い
。
普
段
か
ら
「
生
き
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
る
人
は
い
な

い
だ
ろ
う
。
気
付
い
て
い
る
よ
う
で
気
付
い

て
い
な
い「
生
き
て
い
る
」と
い
う
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
「
あ
た
り
ま
え
」
な
の
だ
。

　
私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、
普
段
は
あ
ま

り
考
え
な
い
こ
と
で
も
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
と
深
い
意
味
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
た
く
さ
ん
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
あ
た
り
ま
え
と
い
う
言
葉
の
重
み
も

知
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
を
振
り
返
り
、
見
つ
め
直
す
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
本
が
命
と
向

き
合
う
話
だ
か
ら
だ
と
思
う
。
い
く
ら
健
康

で
も
、
ど
ん
な
病
気
を
患
っ
て
い
て
も
、
生

き
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。「
あ

た
り
ま
え
」
だ
が
、
実
は
「
あ
た
り
ま
え
」

で
は
な
い
。
そ
ん
な
、
単
純
だ
け
ど
、
深
い

こ
と
も
教
え
て
く
れ
た
。
私
は
こ
の
本
を
読

ん
で
良
か
っ
た
。
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審
査
を
終
え
て
～
市
長
賞�

三
篇
に
つ
い
て
～

　
小
学
校
の
部
は
、
読
書
の
過
程
が
き
ち
ん
と

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
成
の
し
っ
か
り
し
た

文
章
で
す
。
感
想
や
考
え
が
自
分
の
言
葉
で
き

ち
ん
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。中
学
生
の
部
は
、

本
を
読
ん
で
、
主
人
公
の
生
き
方
に
学
び
、
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
、
若
者
ら
し
く
生
き

よ
う
と
ま
と
め
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
感
想
文

で
す
。
高
等
学
校
・
社
会
人
の
部
は
、
当
た
り

前
で
あ
る
こ
と
の
尊
さ
と
難
し
さ
に
気
づ
き
、

生
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
よ
う
と
考
え
た
読
後

感
が
、
ま
と
ま
り
良
く
書
け
て
い
ま
す
。

　
ど
の
作
品
も
、
一
生
懸
命
、
し
っ
か
り
と
書

か
れ
て
お
り
、
感
動
し
な
が
ら
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
の
、
７
月
12
日
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
の
被
害
を
受
け
ら
れ
、
避
難
先
で
書

か
れ
た
人
、
復
旧
作
業
の
中
で
書
か
れ
た
人
、

何
篇
も
拝
見
い
た
し
、
胸
が
痛
み
ま
し
た
。
心

か
ら
復
旧
が
１
日
も
早
く
終
わ
り
、
普
段
の
生

活
に
戻
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
審
査
委
員
】　
中
川
實　
田
尻
明
子

　
西
村
正
敬　
宮
本
誠
一　
井
上
利
之



阿蘇市波野出身の弁護士です！！
弁 護 士　佐 藤   眞 喜 夫 弁 護 士　佐 藤    聖 喜
【東京弁護士会所属・中央大学卒】
佐藤眞喜夫法律事務所
〒102-0085　東京都千代田区六番町六番地一ﾊﾟﾚﾛﾜｲﾔﾙ六番町 705号

【東京弁護士会所属・京都大学卒】
千代田中央法律事務所 所長
〒102-0085　東京都千代田区六番町六番地一ﾊﾟﾚﾛﾜｲﾔﾙ六番町 704号

ＴＥＬ　０３‐３２６５‐４９８１（代）　　　ＦＡＸ　０３‐３２３４‐５９１７

法 律 的 な 御 相 談 を
お 受 け い た し ま す。

《佐藤 眞喜夫宅》 〒861-5512　熊本市北区梶尾町 1107 番 172　 TEL:096-245-5007　 FAX:096-288-1394

民事事件一般をお受けします。執務時間は土・日・祝祭日を除き 9:00 ～ 18:00 迄　急用の方は佐藤眞喜夫自宅へ連絡下さい。
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行こう！
▶２０１２年貸出ランキング発表！
▶休館日のお知らせ
●問い合わせ　阿蘇図書館�☎３２－００６７　一の宮図書館�☎２２－２９１６

２０１２年　図書館でもっとも読まれた本ランキング！
阿蘇図書館・一の宮図書館でもっとも貸出の多かった本、上位２０位までをランキングしました。
みなさんの読書ライフにぜひお役立てください。

第１位

阿蘇のレシピブック
阿蘇市健康づくりの郷推進委員会編

第２位

麒麟の翼
　東野圭吾

第３位

マスカレード・ホテル
　東野圭吾

　堂々の第１位に輝いたのは、『阿蘇のレシピブック』でした。この本は、阿蘇市が地
域の食を通して、阿蘇の魅力を再発見してもらうために作った料理本です。全部で６８
点の料理が紹介されています。（全館で１８冊所蔵。）
　また、各図書館では２０１２年の分野別ランキング上位の本も紹介していますので、
ぜひご来館ください。

阿蘇図書館（内牧）は特別整理に伴い休館します
２月１８日月～２月２８日木まで特別整理期間のため休館いたします。
なお、一の宮図書館は通常どおり開館します。また、２月の移動図書館車の巡回も中止となります。

広
告

第４位 プラチナデータ（東野圭吾） 第 11位 デッドエンド（今野�敏）
第５位 体脂肪計タニタの社員食堂（タニタ） 黄泉から来た女（内田康夫）
第６位 三匹のおっさん　ふたたび（有川�浩） 第 16位 １Ｑ８４　ＢＯＯＫ１（村上春樹）

７年目のツレがうつになりまして。（細川貂々） こびと観察入門 1（なばたとしたか）
ナミヤ雑貨店の奇蹟（東野圭吾） サファイア（湊かなえ）
ヒア・カムズ・サン（有川�浩） 鮫島の貌（大沢在昌）
蜩の記（葉室�麟） しずくちゃん１８（ぎぼりつこ）

第 11位 しずくちゃん１７（ぎぼりつこ） 転迷（今野�敏）
しずくちゃん１３（ぎぼりつこ） 舟を編む（三浦しをん）
地層捜査（佐々木譲） 夜鳴きめし屋（宇江佐真理）

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》　器楽で、自分の楽ふだけでなく、
　他の人の楽ふも覚えて教えたいです。　　　　　　　　　　　（波野小５年・岩下�美

み う
羽）



　お知らせ端末で有料広告事業がスタートしました。お店
の宣伝などが火曜日と金曜日の１９時１５分に配信されま
す（広告がない日は配信されません）。

　なお、配信の翌日以降
はホーム画面の『その他』
に保存されていますので、
ボタンをタッチしてご覧
ください。（左図参照）

＜広告を依頼されたい方へ＞
阿蘇テレワークセンター（☎２３－６００９）で随時受付
しています。詳しくはお問い合わせください。

阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
「
思
い

出
合
宿
」
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
学
生
の
皆
さ
ん
！
４
月
に
な
っ
た

ら
仲
良
し
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
バ
ラ
バ

ラ
に
な
り
ま
す
ね
。
交
流
の
家
で
は

３
月
24
日
日
ま
で
「
思
い
出
合
宿
」

と
し
て
の
利
用
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
し
て
進
路
が
分
か
れ
る
旅
立

ち
の
前
に
、
ふ
る
さ
と
阿
蘇
を
忘
れ

な
い
よ
う
交
流
の
家
合
宿
で
絆
を
深

め
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
大
人
の
方
の

同
窓
会
合
宿
も
利
用
可
能
で
す
。
仲

良
し
家
族
の
集
ま
り
等
ど
う
ぞ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
※
大
学
生
以
外
の
未

成
年
は
大
人
の
引
率
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
国
立
阿
蘇
青
少
年

交
流
の
家　
☎
２
２
‐
０
８
１
１

豪
雨
災
害
被
災
者
の
建
築
確
認

等
手
数
料
の
減
免
措
置
延
長

　
災
害
に
よ
り
被
災
を
受
け
た
建
築

物
の
建
築
等
を
行
う
際
の
建
築
確
認

等
の
手
数
料
は
、
災
害
発
生
時
か
ら

６
ヶ
月
以
内
に
建
築
等
を
行
う
場
合

に
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
災
害
は
広
域

的
な
災
害
で
あ
り
、
６
か
月
以
内
に

建
築
行
為
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場

合
も
あ
る
た
め
、
当
該
減
免
措
置
の

期
間
を
６
ヶ
月
間
延
長
し
、
本
年
７

月
12
日
ま
で
減
免
措
置
の
適
用
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ　
阿
蘇
地
域
振
興
局

土
木
部
技
術
管
理
課

　
☎
２
２
‐
１
１
１
８
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く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ�ソコンから　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/
携�帯電話から　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶�https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶�https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　�http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

お・・・お知らせ端末の電話番号
例本庁(総務課)�:55-3111又は56-3111

人の動き（H24.12.31現在)

人口 28,440�人 (前月から  33人　�)
男 13,407�人 (前月から��10人　)
女 15,033�人 (前月から  23人　)

世帯数 11,195�戸 (前月から  18戸　)

本庁(総務課)��������☎22-3111 お55・56
内牧支所　　　� ☎32-1111 お55～58
波野支所 ☎24-2001 お24
財政課 ☎22-3204
企画振興課　 ☎22-3169
情報課　　　� ☎22-3253 お55
税務課　　　　� ☎22-3148 お55・56
（地籍調査係） ☎22-3264
市民環境課　　� ☎22-3135 お55
人権啓発課　　 ☎22-3206
健康福祉課(福祉事務所)�☎22-3167 お55～57
保健センター ☎22-5088 お55・56
高齢者支援課　� ☎22-3145 お55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
商工観光課　　 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
下水道課　　　� ☎32-3200 お32・55
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
水道課 ☎22-3196
教育課　　　　 ☎22-3229 お55
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239
消費生活センター ☎22-3364 お55

お
　
知
　
ら
　
せ

お知らせ端末で広告（ＣＭ）がスタート！
お買いもの情報や企業の宣伝などが配信されます！
ぜひ、ご視聴ください。

お店のＣＭが
約9,100世帯に一斉配信！

こ
の
ボ
タ
ン
を

タ
ッ
チ
！
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～
手
紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
～

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
番

組「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」で
、

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
４
月
か
ら

鹿
児
島
県
を
ス
タ
ー
ト
し
山
梨
県
に

向
け
て
旅
を
し
ま
す
。

　
番
組
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手

紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た

め
、市
内
の
『
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
』

に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
手
紙
が
採
用
さ
れ
れ
ば
阿
蘇
市

に
火
野
正
平
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

●�

熊
本
県
の
放
送
予
定　

　
４
月
８
日
月
～
14
日
日

●
応
募
期
限　
３
月
22
日
金

●�

応
募
内
容　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場

所
、
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

●�

応
募
方
法　

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
投
稿

　

�http://w
w
w
.nhk.or.jp/

kokorotabi/

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
☎
０
３
‐
０
４
６
５
‐
１
３
２
７

▼
郵
送　
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係　
宛

●�
問
い
合
わ
せ　
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断

こ
こ
ろ
旅
」
事
務
局

　
☎
０
３
‐
５
４
５
５
‐
７
７
４
２

募
集
・
相
談
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広
告

農林水産大臣から感謝状が贈られました統計・情報
かわら版

　「統計の日」を記念して、農林水産省が実施する農林水産統計調
査に永年にわたってご協力いただいた方々に対し、その功績を称え
農林水産大臣から感謝状が贈られました。
　今年は、阿蘇市から藤林雄二郎さん、浜潔さん、岡田孝育さんが
農業経営統計調査に永年協力（10年）されたことにより受賞され
ましたのでご紹介いたします。

◎「統計の日」とは
　１０月１８日は、昭和４８年７月の閣
議了解により、「統計の日」と定められ
ました。
　これは、統計の重要性について、国民
の皆様に関心と理解をもっていただき、
統計調査に対する一層の協力を推進す
ることを目的に設けられたものです。
　この１０月１８日は、我が国における
近代産業統計の源である「府県物産表」
に関する太政官令が布告された明治３
年９月２４日を、太陽暦に換算した日が
１０月１８日だったことによります。

藤林　雄二郎さん

（今 町）
浜　潔さん

（黒川千丁）
岡田　孝育さん

（桜 町）

九州農政局統計部　熊本市西区春日 2-10-1　☎ 096-211-9337

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》　
　今年は、苦手な勉強にしっかり取り組み、成績を伸ばしたいです。（波野小５年・大塚�弥

みつ き
月）
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音 楽 祭阿 蘇 市 民

　阿蘇市文化協会では、昨年度の文化祭を中止し
ましたが、これに替えて「阿蘇市民音楽祭」を開
催します。
　阿蘇市民の豪雨被害からの復興を願い、ＮＰＯ
法人日本国際童謡館の童謡デュオ「みまーゆ」等
の協力を得て、楽しい舞台を観ていただこうと計
画しましたので、多くの市民のご来場をお待ちし
ています。
●と　き　３月１６日土　午後１時３０分開演
　　　　　（午後１時開場）
●ところ　阿蘇体育館（内牧）
●入　場　無料
●出　演　大庭照子・童謡デュオ「みま～ゆ」・
　　　　　プチＤｏｙｏ組

●�曲　目　▼阿蘇からの風▼私の気持ち▼長生き
音頭▼翼をください▼夕焼小焼▼火の国旅情他
※�当日、会場は「土足禁止」です。スリッパ等を
ご用意ください。
●共　催　阿蘇市・教育委員会・熊本県文化協会
●問い合わせ　文化協会事務局
　　　　　　　☎２２－２２２３（下村）

～ 童 謡 で ふ る さ と 復 興 ～

第
10
回

森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室

　
熊
本
県
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日

に
県
内
各
地
の
森
林
で
森
林
自
然
観

察・体
験
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
月
は
宇
城
市
の
三
角
岳
で
開
催
し

ま
す
。

●
と
き　
２
月
17
日
日　

　
10
時
～
14
時　

　
受
付：９
時
30
分
～
（
雨
天
決
行
）

●
集
合
場
所　
宇
城
市
三
角
支
所

●
内
容　

　
三
角
岳
登
山
・
森
林
自
然
観
察

●
募
集
定
員　
40
名

●�

参
加
費　
５
０
０
円
（
小
学
生
以

下
３
０
０
円
）

●�

申
込
方
法　
氏
名
、年
齢
、住
所
、

電
話
番
号
を
記
載
し
て
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
受
付

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

●�

問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
県
森
林
整
備
課　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
４
１

●
申
込
先　
〒
８
６
２
‐
８
５
７
０

（
住
所
記
載
不
要
）　
熊
本
県
森
林
整

備
課
み
ど
り
推
進
班

Ⓕ
０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
７
０
４

電�

子
メ
ー
ル　

shinrinseibi@
pref.kum

am
oto.lg.jp

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》　高学年なので低学年をまとめて、
　いろいろなことを教えてあげたいです。　　　　　　　　　（波野小５年・尾﨑�埜

の あ
亜）
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行事・イベント

スポーツ施設スケジュール
(内容は1月11日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

16日�土：阿蘇郡市中学新チーム卓球大会
17日�日：阿蘇温泉病院互助会ソフトバレー大会
23日�土：阿蘇市卓球協会スポーツ教室

2月

2月

2月
17日�日：第７回阿蘇市青少年健全育成推進大会
　　　　（就業改善センター／13:30～）
24日�日：阿蘇市長選挙

広
告

阿蘇ポリス
インフォメーション

A S O  P O L I C E  I N F O R M A T I O N

阿蘇警察署
☎２２‐５１１０

～交通事故は確実に届け出ましょう～
　軽微な交通事故だから・・・・といって届出せずにいると、後々
のトラブルの原因です。例えば『示談で高額な修理費や治療費
を請求された』とか『相手と全く連絡が取れず、泣き寝入りす
ることになった』など様々です。
①交通事故を起こしたときは・・・
　�運転者は直ちに運転を停止して負傷者を救護し、2次事故を
防止する措置を講じる義務があります。
②緊急措置の直後に・・・
　�警察に交通事故が発生したことを通報する義務があります。
最寄りの警察署、交番、駐在所もしくは１１０番に通報して
ください。
これらは、道路交通法第 72条に運転者の義務として定められ
ており、罰則もあります。

Vol.2

��2日�土：�第15回全九州大阿蘇旗争奪中学女子
バレーボール大会（～３日）

3月

交通事故でお悩みの方は・・・・各種相談窓口へ
●熊本県交通事故相談所　　　☎０９６‐３３３‐２２９５
●日弁連交通事故相談センター☎０９６‐３２５‐０００９
●交通事故被害者ホットライン☎０５７０‐０００‐７３８

16日�土：阿蘇郡市小学生サッカー大会
23日�土：�阿蘇青少年交流の家サッカー大会

（～24日）

��3日�日：�連合熊本春季生活逃走駅伝大会
��7日�木：阿蘇市グラウンドゴルフ大会

3月

阿蘇deスイーツめぐり
３月３ １日 まで好評開催中！
　３枚つづり５００円のお得なチケッ
トを持って、市内２１店舗の美味しい
スイーツを堪能しよう！！
　シーズン２はいよいよ３月末までで
すので、ぜひこの機会に阿蘇のスイー
ツをご賞味ください！
●チケット販売　
　阿蘇インフォメーションセンター、
　一の宮インフォメーションセンター、
　おしま屋、参加店舗の一部
●問い合わせ
　商工観光課　☎２２‐３１７４

困ったなと思ったらまず相談！
身近に起きる様々な消費トラブル相談を受け
付けています。多重債務、悪質商法、架空請
求などのほか、商品やサービスの取引、安全
性や品質・機能など、様々な消費トラブルな
ど、困ったなと思ったらまずはご相談ください。
●阿蘇市消費生活センター

☎２２ ‐ ３３６４

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》　今年は、体をきたえて
　ファーストでよくボールがとれるようにしたいです。　　　　（波野小５年・坂口�楓

ふう ま
馬）



離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１０５０円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり） 広
告
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人 権 作 文家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

柔
道
着
を
洗
う
お
母
さ
ん

　 

宮
地
小
学
校
　
五
年

河
田
　
賢
太

　
今
日
、
柔
道
の
試
合
が
大
分
で
あ
り
ま

し
た
。
ぼ
く
が
朝
五
時
に
起
き
た
時
は
、

お
母
さ
ん
も
お
父
さ
ん
も
も
う
起
き
て
い

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
朝
ご
飯
の
用
意
を

し
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が

「
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
今
日
の
試
合
が
ん

ば
ら
な
ん
ね
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
白
ご
飯
を
か

み
な
が
ら
（
今
日
の
試
合
は
ぜ
っ
た
い
優

勝
す
る
ぞ
）
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
大
分
に
向
け
て
出
発
し
ま
し

た
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
転
し
て
く
れ
た

の
は
お
父
さ
ん
で
す
。
お
父
さ
ん
は
バ
ス

に
乗
っ
て
い
る
み
ん
な
に
声
を
か
け
な
が

ら
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
試
合
の
時
間
が
近
づ
く
と
き
ん
ち
ょ

う
し
て
き
ま
し
た
。

　
二
時
間
ぐ
ら
い
乗
っ
て
い
る
と
会
場
に

着
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
エ
ナ
メ
ル
バ
ッ
グ

か
ら
柔
道
着
を
取
り
出
し
て
、
二
階
で
着

が
え
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
の
洗
っ
て
く
れ

た
真
っ
白
な
柔
道
着
を
着
る
と
、
な
ん
だ

か
心
が
落
ち
着
い
て
、
が
ん
ば
れ
そ
う
な

気
持
ち
が
し
ま
し
た
。

　
一
回
戦
は
勝
っ
て
、
次
は
二
回
戦
の
試

合
が
あ
り
ま
し
た
。
相
手
は
ぼ
く
よ
り
も

大
き
く
て
、
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
選
手
で
し

た
。
お
母
さ
ん
は
二
階
の
席
か
ら
応
援
し

て
い
ま
し
た
。
試
合
の
途
中
に

「
賢
太
が
ん
ば
れ
！
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
が
ん
ば
っ
て
大
外
刈
り
を
か
け

ま
し
た
が
、
相
手
に
か
わ
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
試
合
は
判
定
で
負
け
て
し
ま
い

人 権 作 文 平成２３年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成23年度時点。

ま
し
た
。
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
な
ん

だ
か
お
母
さ
ん
の
方
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
母
さ
ん
の
悲
し
い
顔

を
見
る
と
、
ぼ
く
も
も
っ
と
悲
し
い
気
持

ち
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
帰
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
中
で
お
母
さ

ん
は

「
も
っ
と
技
を
か
け
た
ら
次
は
勝
て
る

よ
。
」

と
明
る
い
声
で
言
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

は
全
然
悲
し
い
顔
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
母
さ
ん
が
元
気
づ
け
て
く
れ
た
の

で
、
ぼ
く
は
次
は
も
っ
と
が
ん
ば
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　
夜
の
六
時
に
家
に
帰
っ
て
、
ぼ
く
は
汗

を
い
っ
ぱ
い
す
い
こ
ん
だ
柔
道
着
を
洗
濯

機
の
中
に
入
れ
ま
し
た
。
試
合
の
後
は
い

つ
も
柔
道
着
を
洗
う
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
い
つ
も
洗
っ
て
く
れ
る
の
は
お
母
さ
ん

で
し
た
。
お
母
さ
ん
は
洗
濯
が
終
わ
っ
た

柔
道
着
を
オ
レ
ン
ジ
色
の
か
ご
に
入
れ

て
、
家
の
向
か
い
に
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
畑
に
行
き
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

畑
に
物
干
し
台
と
物
干
し
ざ
お
が
あ
る
か

ら
で
し
た
。
お
母
さ
ん
は
柔
道
着
が
風
で

飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
柔
道
着
の
そ
で
を

物
干
し
ざ
お
を
通
し
ま
し
た
。
ズ
ボ
ン
は

ひ
も
の
結
び
目
の
と
こ
ろ
に
さ
お
を
通
し

て
干
し
ま
し
た
。
弟
と
妹
も
柔
道
を
や
っ

て
い
る
の
で
、
三
人
分
の
柔
道
着
を
干
し

ま
し
た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
さ
お
に
通
し
て

い
く
の
は
大
変
そ
う
で
し
た
。

　
お
母
さ
ん
は
だ
ま
っ
て
干
し
て
い
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
が
ぼ
く
た
ち
の
柔
道
着
を

洗
濯
し
た
り
干
し
た
り
す
る
時
に
文
句
を

言
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ぼ
く
は
柔
道
着
を
と
り
こ
ん
だ
か
ご
を

「
か
し
て
。
」

と
言
っ
て
、
途
中
か
ら
家
ま
で
運
び
ま
し

た
。
弟
と
妹
の
柔
道
着
も
入
っ
て
い
て
重

く
感
じ
ま
し
た
。
（
き
っ
と
干
し
に
行
く

と
き
は
水
を
吸
っ
て
い
て
、
も
っ
と
重
た

か
っ
た
ろ
う
な
）
と
思
い
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
は
、
ぼ
く
に

「
あ
り
が
と
う
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
本
当
は
ぼ
く
の
ほ
う
が

（
あ
り
が
と
う
）
っ
て
言
わ
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
の
に
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
部
屋
に
着
い
て
、
か
ご
か
ら
取
り
出
し

た
柔
道
着
は
新
品
み
た
い
に
き
れ
い
な
白

色
を
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
柔
道
着
を

た
た
ん
で
、
部
屋
の
す
み
に
重
ね
て
置
い

て
お
き
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
お
母
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
に
、
い
つ
も

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
て
い
ま
せ
ん
。

は
ず
か
し
く
て
な
か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。

で
も
、
本
当
は
感
し
ゃ
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
ち
ゃ
ん
と
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
い
た
い
で
す
。
そ
し
て

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
っ
て
、

お
母
さ
ん
を
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
寒
く
な
っ
て
、
洗
濯

す
る
と
き
の
水
も
冷
た
く
な
る
の
で
、
た

く
さ
ん
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
は
柔
道
の
試
合
の
時

に
な
か
な
か
勝
て
な
く
て
、
負
け
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
け
ど
、
お
母
さ
ん
が
一
生

け
ん
命
応
援
し
て
く
れ
る
の
で
、
ぼ
く
も

一
生
け
ん
命
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
柔
道
の
練
習
も
が
ん
ば
っ
て
、
お
母

さ
ん
が
洗
濯
し
て
く
れ
た
柔
道
着
を
着
て

試
合
で
勝
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》　去年は、ソフトの試合で
　負けたので１回でも試合に勝ちたいです。　　　　　　　　　（波野小５年・高日�拓

たく み
海）
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あべさんは本市在住で
絵や講演で活躍中。

～大事にしたい懐かしい阿蘇の生活～　No.11 絵・文　あべまりあ
「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性を豊かにする。
（阿蘇の大自然を守るためにも）次代を担う若い人や子どもたちにもぜひ伝えたい！」と、
そう願って、あべさんが描かれた作品たちをお届けします。

とだけ言う地域もあるようだ。
鬼と思われる病気や貧乏も
実は…人間が進化してゆく為
には必要なこと…鬼も神様、

ということだろうか？

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》　器楽の楽ふを早く覚えて、
　パートの人や他のパートの人に教えたいです。　　　　　　　（波野小５年・武田�華

かり ん
凜）
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム
～ わ が ま ち 自 慢 の 文 化 遺 産 ～ 阿蘇世界文化遺産リレーコラム第５回は、産山村から、

「扇田」と「池山水源」についてのご紹介です。

■扇田　　　　

第 5 回 担当：産山村

　扇田は、山あいの浸食された土地を
開墾したもので、扇状にひろがる地形
を活かして等高線状に作られており、
現在は全国棚田百選・うまい米作り百
選に選ばれています。水田への用水
は、１，３００ｍ上流の熊本県名水百
選の山吹水源から飲料水としても利
用できる清流を直接導水しています。
　この扇田と原生林に囲まれた山吹
水源や野の花（ヒゴタイ、ユウスゲな
ど）は、自然派カメラマンに賞賛され
ています。

次回は、高森町からご紹介します！

広
告

■池山水源　　　　
　全国名水百選に選定されている池
山水源は、恒温１３．５℃、毎分３０
ｔという豊富な湧水を誇っています。
一帯は、樹齢２００年以上といわれる
巨木群に囲まれ、湧水は玉来川となり
大野川へ合流し、遠く別府湾へと注い
でおり、熊本のおいしい水の代表です。
　産山村で最も多くの観光客が訪れ
る観光スポットでもあり、県内外の
方々から毎日水汲みに訪れて頂いて
います。
　また、地元ガイドによる池山水源を
活用した地域散策や観光振興の取組
みも活発に行われています。

Map　Your　Future ‼
一人ひとりが「主役」になる場所がある平成 25年度　自衛官募集

●募集種目　幹部候補生

募集人員 資格 受付期間
（締切日必着） 試験期日 試験

一
般

（参考）
24年度
【男子】
240名程度
【女子】
30名程度

20歳以上 26歳未満の
者（22歳未満の者は大
卒 (見込含 )）
[ 大学院・修士学位取得
者及び自衛官は 28歳未
満 ]

２月１日金
～

４月２６日金
※締切日必着

【1次】
５月１１日土筆記試験
５月１２日日�筆記式操縦

適性検査
（飛行要員希望者のみ）
※各都道府県ごとに実施

[筆記試験 ]
一般教養・専門
※択一式・記述式

歯
科
・
薬
剤

（参考）
24年度

【男女合計】
25名程度

専門の大卒 (見込含 )20
歳以上 30歳未満の者
（薬剤は 20歳以上 28歳
未満）

【1次】
５月１１日土
※各都道府県ごとに実施

※詳細につきましては、募集要項等ございますので、お気軽にお問い合わせ下さい。
●問い合わせ　自衛隊阿蘇地域事務所　☎２２－４５７５

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》
　６年の漢字を全部おぼえて、きれいに書きたいです。（波野小５年・入田�美

み ゆ な
優那）
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活�動�内�容

子育て支援センター情報
市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。

どのセンターも自由にご利用いただけます。

2月・3月

１４日�木：��調理実習（9：30一の
宮保健センター集合）

　　　　　※要予約
２１日�木：�救急法講習会（阿蘇広

域消防本部より救急救
命士が来園）

２３日�土：�子育て講演会（10：
00～ 11：30 りんど
う保育園にて）

　　　　　※託児もあります
２６日�火：�誕生会・計測日
２８日�木：�おひな様作り

●場　所　波野保育園内
●開放日　�月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

活�動�内�容
２月

３月

２月

３月

●場　所　�一の宮子育て支援セ
ンター(りんどう保育園横)

●開放日　�月～土曜
●時　間　8：00～17：00
　　　　　(土曜は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　�阿蘇市役犬原児童館※
（役犬原12番地）

●開放日　�月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３４－１６３３

※�各所では育児相談を随時受け付けています。電話相談も可能です。(一の宮子育て支援センターは育児相談専用☎２２‐３８５０まで )

活�動�内�容

１３日�水：��誕生会・計測日
　　　　　��クッキー作り（エプロ

ン・三角巾持参）
２０日�水：�����ひな人形を作ろう
２７日�水：��ひな寿司を作ってみよう

（エプロン・三角巾持参）
　　　　　�※要予約

　６日�水：体誕生会・計測日
　　　　　�絵本の読み合いをしよう
１３日�水：�親子ビクス（10：30

阿蘇市子育て支援セン
ター集合）

　５日�火：�トールペイントで遊ぼう
　　　　　�※要予約
１２日�火：�運動遊び（体を思いっ

きり動かそう）

１３日�水：��マナー教室（作法を一
緒に学びましょう→森
京子先生）

２０日�水：����作って遊ぼう（おひな
様作り）

２７日�水：����お誕生日ひなまつり会・
　　　　　�試食会（２月３月生）

２月

３月
　１日�金：�乙姫の家ひなまつり交

流会※要予約
　６日�水：�英語で遊ぼう！（阿蘇

中ＡＬＴゴンザカ先生）
　　　　　�計測日・おやつ試食会
１３日�水：����親子ビクス（楽しく体

を動かしてリフレッシ
ュしましょう！→黒木
千代子先生）

４
月
か
ら
小
学
一
年
生
と
な
る
坂
梨
保
育
園
の
年

長
さ
ん
７
名
と
、
そ
の
保
護
者
７
名
の
計
14
名

を
対
象
に
１
月
10
日
、
一
の
宮
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
身
体
を
作
る
基
礎
と
な
る
食
事
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
小
学
校
に
上
が
る
前
の
こ

の
時
期
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

親
子
で
取
り
組
ん
だ
昼
食
作
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
包
丁
を
持
つ
手
は
少
々
緊
張
気
味
で
す
が
、
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
、
見
守
る
保
護
者
の
顔
に
も

笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。試
食
時
は
、自
分
で
作
っ

た
昼
食
を
、満
足
気
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
試
食
後
に
、

「
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
食
改
推

進
員
が
「
元
気
マ
ン
」
の
劇
を
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち

か
ら「
み
ど
り
の
元
気
マ
ン
」「
あ
か
の
元
気
マ
ン
」「
き

い
ろ
の
元
気
マ
ン
」
と
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

お元気ですか？？

食生活改善推進員協議会だより
親 子 ク ッ キ ン グ 開 催

～ 坂 梨 保 育 園 で 実 施 ～

《
メ
ニ
ュ
ー
》

●
鮭
の
ま
ぜ
寿
司

●�

れ
ん
こ
ん
イ
ン
ふ
わ
ふ

わ
肉
団
子

●
ポ
ト
フ

●
切
干
大
根
の
サ
ラ
ダ

●
カ
ル
ピ
ス
ヨ
ー
グ
ル
ト

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
三
久
保
）
の
改
修
工
事
完
了
ま
で
、
役
犬
原
児
童
館
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

《�テーマ：今年はどんな年にしたい？》　学級のみんなと
　仲良く家族のように大切にしながらがんばりたいです。（波野小５年・水野�千

ちひ ろ
滉）

一
の
宮
支
部
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お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞
　２月１４日木
　9：30～12：00　一の宮保健センター
　３月　６日水
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター
　問い合わせ　阿蘇市社会福祉協議会(☎32-1127)

年金出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
　２月１５日金　
　10：00～15：00　阿蘇市役所
　３月　６日水
　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-2503)

もの忘れ相談＜予約制・無料＞
　２月１９日火　15：00～17：00　阿蘇市役所
　予約先　高齢者支援課(☎22-3145)

こころの相談＜予約制・無料＞
　２月１２日火　13：30～16：00　阿蘇保健所
　予約先　阿蘇保健所(☎32-0535)

４ヶ月児健診
　２月１２日火　対象者　H24.9.16～10.15生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診
　２月２６日火　対象者　H24.6月生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診
　３月　５日火　対象者　H23.7月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所:一の宮保健センター

３歳児健診
　２月１９日火　対象者　H21.7月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：阿蘇保健福祉センター

　２月１０日
　２月１１日
　２月１７日
　２月２４日
　３月　３日
　３月１０日

眼科 古嶋医院
家入整形外科
古閑医院
大阿蘇病院
問端内科
小野主生医院

３４－０００８
３２－００４８
２２－３０００
２２－２１１１
３２－０１０２
３２－００３９

３種混合・４種混合[予約制]
場�　所：�阿蘇中央病院、たくもと小児科

クリニック、松見内科クリニック
対象者：生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満

ＢＣＧ[毎月第４火曜日]
場　所：一の宮保健センター
受　付：9:30～9:50
対象者：生後３ヶ月～６ヶ月未満

麻しん・風しん[予約制]
●対象者
　１期:１歳～２歳未満児
　２期:年長児に相当する方
　３期:中学１年生に相当する方
　４期:高校３年生に相当する方
●�ＢＣＧ･麻しん･風しん等(生ワクチン)の予防接種を受けたら、２７日間は他の
予防接種は受けられません。ポリオ・３種混合・４種混合・日本脳炎等(不活
化ワクチン)の予防接種を受けたら６日間は他の予防接種は受けられません。
●�必ず母子手帳と問診票を持参して下さい。問診票はＢＣＧ予防接種のとき
に配布しますが、事前に必要な方は問い合わせてください。

問い合わせ先：一の宮保健センター ☎２２－５０８８

日本脳炎[予約制]
対象者：３歳～７歳６ヶ月未満
　　　　９歳～13歳未満(※)
(※)�平成7年6月1日～平成19年4月1日生
まれの方は、20歳未満までの間、日
本脳炎１・２期が受けられます。

医療機関名
種類

麻しん風しん 日本脳炎
阿蘇温泉病院 ● ●
家入整形外科 ●
市原胃腸科外科 ●
小野主生医院 ● ●
古閑医院 ● ●
坂梨ハートクリニック ●
たくもと小児科クリニック ● ●
問端内科 ●
松見内科クリニック ● ●
脇胃腸科 ●
栗林内科医院 ● ●
波野診療所 ●
阿蘇中央病院 ● ●

○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。

※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

もうすぐ１歳児健診
　２月１２日火　対象者　H24.3月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：一の宮保健センター

登記相談（売買・贈与・相続等）＜無料＞
　２月２１日木　10：30～15：00　阿蘇市役所
　問い合わせ　熊本地方法務局(☎096-364-2145)

広報 あそ
2013.02

健康測定日＜事前予約不要・無料＞
　２月１５日金　
　   9:30～16:00　場所：内牧支所
　２月１８日月　
　 10:00～16:00　場所：波野保健福祉センター
　２月２１日木　
　   9:00～17:00　場所：一の宮保健センター

※体重、血圧、HbA1c（血糖）検査等を行います。
熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）



発
行

／
阿

蘇
市

役
所

　
熊

本
県

阿
蘇

市
一

の
宮

町
宮

地
504番

地
1

TEL0967-22-3111㈹
　

FAX0967-22-4577
編

集
／

情
報

課
広

報
情

報
係

　
TEL0967-22-3253

印
刷

／
㈲

イ
ケ

ダ
印

刷

㊨七條　恵
めぐみ

さん(26) 
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ソフトバンク
阿蘇一の宮　勤務

～七條　恵さん～
〔趣味〕音楽鑑賞、ショッピング
〔特技〕どこでも、いつでもすぐに眠れること
〔 阿蘇の好きなところ〕
　自然がたくさんなところ
〔阿蘇市への要望〕
　�ペットが楽しく走り回れるようなドッグラン
を作ってほしい

〔好きな男性のタイプ〕
　一緒にいて楽しい人　
〔好きな言葉〕一期一会　
Ｑ．仕事の内容　携帯電話の販売
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること　
　親切、丁寧
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【材料（4人分）】
●三角アゲ…………大１枚
●鶏挽肉……………１５０ｇ
●人参………………１／２本
●ごぼう……………１００ｇ
●ほうれん草………１束
●濃口しょうゆ……大さじ２
●酒…………………大さじ１
●砂糖………………大さじ１
●だし汁（昆布）…１カップ

【作り方】

　タコ糸でらせん状に巻い
てから煮ると仕上げがきれ
いになります。鶏挽肉を魚
のすり身にかえてもおいし
くできます。中には彩りよ
い野菜を入れると切った時
きれいになります。

＜食改より一言＞

～ 食 生 活 改 善 推 進 員 協 議 会 ～
① 三角アゲは湯で油抜きをして水気をき

り、包丁で切れ目をいれ四角に開く。
② 人参、ごぼうはアゲの長さに切って下

茹でする。ほうれん草はゆでて絞り、
アゲの長さにあわせて切っておく。

③ クッキングシートの上にアゲを広げ
て、鶏挽肉をのばし②の野菜を並べ、
手前から巻いていく。

④ 鍋にだし汁、調味料を入れ砂糖が溶け
たら③の巻き終わりを下にして静かに
入れ中火にして煮る。

　 煮立ってきたら弱火にし、時々汁をか
けて均一に味がしみるように回転させ
ながら煮る。

⑤ 汁気がなくなるまでじっくり煮たら、
取り出して少し冷まし１ｃｍ厚さに
切って盛り付ける。

●エネルギー：179ｋｃal　●たんぱく質：13.1ｇ　●脂�質：10ｇ
●カルシウム：92ｍｇ��������●塩分：1.3ｇ

しのだ巻き
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ー
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   http://facebook.com
/asocity
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・・・このマークの話題は、インターネットで動画（WebTVアソ）をご覧いただけます。
　　　アクセスは【阿蘇市ホームページ→阿蘇インターネット放送局�WebTVアソ】

㊧藤本　紗
さ き
希さん(23) 

町２区

～藤本　紗希さん～
〔趣味〕
　ショッピング、ドライブ
〔 阿蘇の好きなところ〕
　人が皆優しいところ
〔阿蘇市への要望〕
　�大雨の被害に遭った道路を早く直していただ
きたいです

〔好きな男性のタイプ〕
　気が合う人　
〔好きな言葉〕笑う門には福来たる　
Ｑ．仕事の内容　携帯電話の販売
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること　
　�笑顔でお客様に満足していただけるよう心が
けています。




